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に
お

i
る

＋品

し

が

き

柴
野
一
柴
山
は
、
周
知
の
通
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
一
千
質
問
員
で
あ
り
、
将

年
お
よ
び
執
政
松
平
定
信
の
顧
問
と
し
て
特
に
朱
子
学
を
も
っ
て
幕
』
川
に
汽
献

し
、
い
わ
ゆ
る
「
党
政
梨
学
の
禁
」
を
た
此
さ
せ
た
。
ま
た
古
民
病
虫
、
尼
峰

二
洲
と
合
わ
せ
た
「
究
政
の
一
ニ
博
士
」
と
し
て
も
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。

架
山
の
高
い
見
議
と
援
れ
た
者
一
克
服
の
ほ
ど
は
当
時
に
お
い
て
す
で
に
定
評

が
あ
り
、
ま
た
百
時
の
儒
学
社
会
の
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
叶
然
占
を
め

ぐ
る
交
友
関
係
が
版
め
て
広
か
っ
た
。

本
論
に
先
だ
っ
て
脳
序
と
し
て
架
山
の
間
際
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
山
抗
野
一
山
川

山
は
名
を
邦
彦
、
通
科
は
い
診
山
刷
、
字
は
彦
同
、
一
東
山
は
サ
で
あ
る
。
加
に
十
日
山

あ
る
い
は
古
川
胤
粁
と
い
い
、
そ
の
佐
一
号
を
三
近
虫
、
隻
玉
楼
と
祢
し
た
。
一
五
文

一
五
年
（
一
七
三
六
）
、
設
蚊
同
一
ニ
木
部
咋
礼
村
（
川
弘
主
の
杏
川
県
本
町
出
牢
礼
町

に
あ
た
る
）
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
大
志
を
抱
き
、
十
歳
で
高
松
帯
情
・
後

藤
芝
山
に
学
び
、
十
八
歳
で
江
戸
に
出
て
い
朴
正
犯
の
門
に
入
り
、
日
出
子
留
で
勉

学
に
当
っ
た
。
一
二
十
歳
の
時
江
戸
を
立
っ
て
京
都
に
行
、
吉
、
高
崎
図
市
に
つ
い

竺
ず
の

柴

紀

フヤ
J

存
ユ

て
出
企

J

を
学
ぶ
。
こ
の
と
き
皆
川
以
内
一
富
士
谷
成
章
・
活
出
君
錦
ら
と
交
わ

り、

V
九
日
間
の
往
来
一
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
一
二
十
二
歳
で
阿
波
藩
（
現
在
の
徳
品
川
山

に
あ
た
る
）
蜂
須
賀
伎
に
招
か
れ
て
儒
広
と
な
り
、
翌
年
阿
波
の
江
戸
落
邸
に

入
っ
た
が
、
四
年
後
に
は
薄
役
を
や
め
、
京
初
出
川
に
却
を
開
い
て
い
る
。
そ

の
後
一
刊
び
江
戸
に
山
て
、
阿
波
法
邸
で
持
法
、
ず
る
こ
と
五
年
。
役
を
詳
し
て
京

市
に
hM
る
。
と
こ
ろ
が
天
間
七
年
（
一
七
二
八
）
、
革
命
が
阿
波
肢
に
下
り
、

山
木
山
が
幕
府
に
仕
え
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
た
め
、
翌
年
江
戸
に
出
て

…
林
市
の
陥
共
と
し
て
仕
え
、
日
一
千
貨
の
教
民
に
な
る
。
寛
政
中
、
仕
千
円
ん
信
に

笠
川
さ
れ
た
他
、
江
戸
綾
川
一
ム
け
私
邸
に
七
十
二
歳
で
没
す
る
ま
で
、
国
政
に
関

与
し
た
。
二
刀
、
そ
の
問
の
だ
日
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
は
、
一
日
山
火
器
を
は
じ
め
、

持
工
八
万
、
市
河
米
店
、
反
代
弘
賢
の
他
、
朕
点
幹
、
木
村
一
京
民
主
、
立
以
川
市
川
叶

お
よ
び
作
山
必
出
な
ど
に
及
び
、
書
的
立
場
か
ら
見
逃
せ
な
い
大
勢
の
人
々
が

柴
山
を
凶
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

十
本
論
で
は
、
東
山
の
市
い
見
川
崎
と
控
れ
た
事
長
限
を
紹
介
す
る
た
め
、
そ
の

中
心
的
資
料
か
ら
栗
山
が
審
ι

一
止
し
た
碑
版
・
法
帖
M

与
を
で
き
る
限
り
制
経
し
て

時
代
別
に
概
観
し
、
併
せ
て
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
仰
を
と
っ
、
若
干
の
考



察
を
加
え
、
柴
山
か
ら
円
ん
た
江
戸
時
代
後
期
の
巾
悶
壮
一
川
遊
受
告
の
傾
向
と
出
格

に
つ
い
て
菩
体
別
に
煩
う
こ
と
に
す
る
。

栗
山
が
審
定
し
た
碑
版
6

法
帖
＠
真
蹟

一
県
山
が
審

t

記
し
た
仰
版
・
法
一
帖
，
立
川
削
は
、
『
一
州
市
山
文
民
い
（
l
）
を
は
じ
め
、

（2
）
、
叶
一
家
一
妊
に
寄
せ
し
長
野
一
山
市
山
の
書
問
』
（
3
て
さ
ら
に

の
柴
山
の
臼
筆
本
（
4
）
、
か
中
心
的
資
料
に
な
る

二

j

l

け
μ
川ル

迂
完
こ
っ
J

ーて、

U
4
t
…
以
こ
既
現
ず
る
。

i
ン
刊
γ
j〉
w
、
d

t

k

v

引

N
ド

t
！”河川

i
‘
4
ト’
J

ホト
r

、，

i

碑
版
6

単
帖
＠
真
鑓

〈
用
代
〉

ω
「
鐘
叩
品
作
川
市
款
誠
」

栗
山
堂
詩
集
所
収
の
「
間
十
時
子
冬
一
一
一
ぜ
氷
山
堂
」
と
題
す
る
一
首
法
、
州
市
山
が

藤
貞
幹
と
と
も
に
好
事
家
で
あ
る
木
村
山
原
限
立
を
訪
ず
九
九
九
川
の
所
感
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
句
に
、
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と
あ
り
、
北
限
堂
宅
に
お
い
て
、
一
柴
山
が
泰
代
以
前
の
金
五
文
、
つ
ま
り
間
代

の
「
鐙
鼎
非
器
款
訟
」
を
賞
銑
し
た
こ
と
が
抗
測
で
き
る
。
も
ち
る
ん
金
石
文

と
は
、
金
鼠
や
石
類
（
中
川
け
や
泥
土
木
竹
な
ど
を
含
め
て
）
に
表
わ
れ
た
文
字

を
い
う
の
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
、
奈
代
以
前
に
限
れ
ば
、
当
時
お
い
は
堂
、
ー
か

賞
祝
で
き
る
も
の
は
、
鐘
川
山
非
器
款
識
か
、
あ
る
い
は
石
刻
文
字
し
か
な
い
。

た
だ
し
、
栗
山
が
何
れ
を
見
た
の
か
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
栗
山
文
集
巻
二
所
収
の
「
与
出
必
川
市
」
の
一
文
に
、

但
錦
盤
銘
錐
汝
帖
采
入
。
其
為
偽
帖
不
必
多
一
一
一
一
口
。
一
日

と
あ
り
、
県
山
、
が

で
レ
必
ヴ
h
U
G

同
「
詔
注
文
」

一
必
定
文
と
は
、
い
だ
が
ま
だ
地
方
の
一
同
に
過
ぎ
な
か
っ
た
叫
に
、
懐
王
を
川
山

一
心
し
た
文
を
さ
し
、
こ
九
。
が
刻
さ
れ
た
山
口
ぽ
友
代
に
先
日
ん
さ
れ
、
欧
州
倒
的
挟

ZK古
川
州
政
M
U
い
や
、
前
川
の
「
汝
帖
』
第
一
を
に
汗
録
さ
れ
た
が
、
同
も
な

く
亡
除
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
同
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
吋
汝
帖
』
が
、

v
i
川
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
乙
と
は
、
前
述
の

ω

「
山
知
山
川
明
石
川
款
品
」
で
取
り
扱
つ
？
に
咲
山
ム
ザ
へ
誌
を
二
一
山
川
収
の
市
い
一
日
闘
に
、
「
氾
銅

税
銘
鮒
汝
帖
采
人
ο

兆
九
偽
帖
不
必
必
J

J

い
。
一
日
可
介
。
」
と
め
り
、
京
山
が

吋
汝
帖
』
を
泣
鑑
し
た
こ
と
は
山
山
山
で
あ
る
。

し
れ
も
斗
当
白
こ
お
、
て
、
前
↓
＼
ハ
土
、
門
戸
事
件
ハ
一

i

い
け
よ
ら
川
ね
ら
比
七
九
年
た
年
間

：ヴメ
7
1
1
2
2
1
1

に川、
u
h
F
J
1
i

、ザ

7
1
ノ

6
2
3
pト
‘

r
t
i
H
H

ペー：、一
j
e
M

／
！
？
》

1
1ぺ

u
d
J
Jド
ャ
一
ノ

f

／
げ
』

川
川
の
装
法
数
本
中
に
「
一
日
山
注
文
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
一
芯
し
て
い
る
。

〈
奉
代
〉

ω
「
開
山
刻
一
七
」

柴
山
文
誌
を
六
一
附
収
の
「
枠
刻
互
承
碑
政
一
に
、

十勝之↓
r

－
口
日
。
怖
之
家
。
～
間
有
多
川
五
円
伯
仲
・
山
川
姑
仙
沼
主
・
主
父
府
在
仰
・

挑
ぷ
八
ム
碑
・
同
州
巾
十
一
段
序
川
MT

山
抑
留
全
碑
・
山
首
杭
妙
。
件
二
一
日
嗣
当
相

即
也
。

と
記
す
一
文
は
、
架
山
が
峰
ド
ハ
幹
を
通
じ
て
、
幹
夫
万
翻
刻
の
「
時
山
開
」
を

賞
玩
す
る
ほ
一
会
に
山
や
ま
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
十
仰
の
ド
パ
ぃ
々
と
点
幹
と
の

問
で
吋
山
沢
山
に
「
川
町
γ

山
碑
」
を
贈
る
約
米
が
取
り
交
さ
れ
、
そ
れ
を
い
臼
九
件
が
栗
山

に
伝
一
三
口
す
る
と
い
う
一
文
に
枕
き
、

在
不
白
勝
。
不
知
一
台
於
幹
何
以
内
比
知
。

乃「一一川一比

f
rほ
川
川
町
一
川
」
三
川
目
し
た
こ
と
斗
J

一
位
夫将
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と
あ
り
、
そ
の
約
束
が
、
点
幹
の
人
柄
、
人
間
関
係
等
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
と
、
栗
山
は
記
し
て
い
る
。

以
下
は
点
幹
を
述
、
べ
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
を
推
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
右

に
引
い
た
山
内
文
集
の
向
版
文
に
、

大
年
川
内
法
、
彫
法
・
打
法
。
皆
有
r

は
ノ
件
之
硲
訣

G

日
而
不
伝
c

独
様
子
冬

一
品
一
部
彪
一
ニ
数
子
得
与
問
ο

故
其
塁
本
結
妙
可
否
ο

と
あ
り
、
子
冬
（
ド
一
只
幹
）
と
一
尚
孟
彪
（
芙
掠
心
だ
け
が
大
年
（
天
寿
）
の
模
刻

上
の
秘
訣
を
あ
ず
か
り
開
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
〕
一
一
日
レ
換
え
れ
ば
、

点
幹
に
天
汚
や
芙
非
と
の
親
交
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

貞
幹
の
こ
と
は
、
『
家
庭
に
寄
せ
し
柴
野
柴
山
の
書
簡
』
の
巻
頭
に
収
技
さ

れ
る
「
栗
山
先
生
遣
事
（
原
扶
名
）
家
世
紀
間
」
に
詳
し
い
。
す
な
わ
ち
、

平
安
藤
貞
幹
子
冬
。
以
間
学
受
知
子
先
君
。
走
時
所
求
粉
本
以
下
諾
凶

G

皆
委
子
冬
採
収
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、

先
君
好
古
。
山
一
十
天
悦
。
従
行
一
平
安
藤
子
冬
。
阿
波
森
川
叔
茂
。
二
子
亦

称
好
古
之
宿
単
。
技
指
之
妙
。
賞
銑
之
約
。
一
代
併
比
。

と
4

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卜
ハ
幹
は
国
学
お
よ
び
考
古
、
古
文
書
、
書
誌
に

精
し
く
、
架
山
と
旧
知
の
山
初
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
点
幹
は
、
当
川
の
、
法
帖
に
お
い
て
天
下
一
品
の
称

を
受
け
た
枠
天
売
を
は
じ
め
、
築
刻
に
お
い
て
印
型
と
称
せ
ら
れ
た
出
芙
誌
や
、

好
事
家
と
し
て
有
名
だ
っ
た
木
村
兼
限
立
と
交
友
関
係
を
も
っ
（
6
）
こ
と
か
ら
、

天
寿
と
貞
幹
の
間
で
「
架
山
に
町
時
山
碑
』
を
贈
る
つ
も
り
だ
」
と
交
し
た
約

束
も
極
め
て
信
法
性
を
も
っ
と
解
釈
さ
れ
る
。

一
山
木
山
が
「
仰
山
碑
」
を
九
百
一
慨
し
た
可
能
性
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

倒
「
之
京
刻
石
」

前
出
の
一
県
山
文
集
巻
二
所
収
の

い
け
叫
十
h

、僕
久
蔵
大
年
ぷ
装
隷
数
撞
木
。
獲
又
2M
一
段
ん
お
お
一
家
。
兵
一
目

J

楚
EX

長
俊
刻
石
・
比
内
絶
代
妙
迎
。
不
可
失
者
。

と
し
、
藤
拾
道
（
伊
藤
益
道
）
か
ら
控
た
伴
大
年
（
天
一
一
一
吋
）
部
刻
の

石
」
を
架
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
c

〈
後
漢
時
代
〉

ω
一
部
有
道
碑
」

『
家
庭
に
寄
せ
し
柴
野
一
栗
山
の
書
簡
』
所
収
の
架
山
、
か
時
間
必
器
に
寄
せ
た

書
演
中
に
、

此
地
書
家
も
京
江
死
去
之
後
は
主
…
弘
知
…
之
。
忠
ひ
忠
ひ
に
相
成
申
候
。
水

戸
立
原
英
一
五
郎
も
去
年
中
中
上
り
候
。
「
ほ
ん
、
御
崎
中
候
。
市
回
全
・
郭
有
道

様
彼
是
翻
刻
も
数
日
間
出
来
中
候
。
乍
去
兎
角
甚
五
郎
は
荒
細
工
に
て
双
鈎

十
分
に
無
之
。
残
念
に
御
控
候
。

と
あ
り
、
栗
山
は
立
原
甚
五
郎
（
翠
軒
）
翻
刻
の
「
郭
有
道
砕
」
を
審
定
し
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

同
開
「
支
承
砕
」

架
山
文
集
巻
六
所
収
の
「
持
刻
夏
承
牌
」
の
政
文
に
は
、

此
伴
大
年
刻
也
。
（
中
時
）
北
京
拘
与
打
。
皆
出
大
年
之
子
。
故
読
料
一
組

妙
。
一
日
記
希
世
之

1
会
。
政
子
冬
所
山
一
致
。
自
附
前
良
一
玩
c

宝
三
政
始
収
。

と
あ
る
。
こ
の
文
部
に
あ
る
「
此
科
大
年
刻
也
よ
と
い
う
一
文
か
ら
、
市
川
山

が
持
大
平
（
天
…
一
河
）
翻
刻
の
「
夏
浜
碑
」
を
立
祝
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

。
「
曹
人
ザ
一
碑
」

栗
山
は
一
一
一
抑
制
知
の
「
官
合
碑
ー
一
の
拓
ー
京
に
つ
い
て
一
一
日
及
し
て
い
る
。

ま
ず
、
前
述
の
〈
表
代
〉
の

ω
「
昨
山
刻
石
」
で
取
り
抜
っ
た
…
柴
山
文
集
を

「
ぃ
今
日
必
出
」

中
で
、
一
栄

之山不



六
所
収
の
「
紘
斡
刻
夏
承
碑
」
の
一
文
か
ら
察
す
れ
ば
、
市
川
山
が
幹
天
寿
翻
刻

の
「
前
回
全
伴
」
を
日
附
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
ο

さ
ら
に
、
町
家
出
に
寄
せ
し
柴
野
栗
山
の
書
簡
』
所
収
の
市
川
山
が
時
川
必
州
市

に
寄
せ
た
常
一
日
版
の
中
で
、
架
山
は
前
述
の
立
原
芯
一
九
郎
（
翠
軒
）
翻
刻
の

ω

「
郭
有
市
一
昨
」
と
と
も
に
、
「
前
日
全
碑
」
を
手
に
入
れ
た
、
か
、
「
兆
一
五
郎
は
荒

加
工
に
て
双
鈎
十
分
に
知
之
。
」
と
残
念
が
っ
て
、
さ
ら
に
続
け
て
、

其
御
許
に
も
四
回
全
砕
翻
刻
之
出
、
町
民
間
判
妙
と
一
本
然
依
。
何
卒
一
部
御
究

ひ
山
中
位
奉
存
供
。

と
、
時
間
必
川
抑
制
鮒
制
仰
の
「
市
日
全
碑
」
を
求
め
た
こ
と
を
一
戸
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
架
山
が
向
お
し
た
「
百
八
土
碑
」
の
拓
木
に
は
、
幹
天
寿
翻
刻
木
を

は
じ
め
、
立
原
翠
軒
翻
刻
本
、
昨
日
必
時
制
刻
本
と
い
う
少
な
く
と
も
三
稲
知

あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
抱
一
山
訳
出
は
、
こ
の
一
ニ
探
知
の
翻
刻

f

ー
ば
か
り
で
な
く
、
原
拓
を
克
た
可

能
性
が
競
い
知
れ
る
の
で
あ
る
（
7
1

八
三
国
時
代
〉

ω鐘
が
州
「
鈍
説
書
」

架
山
文
集
者
六
一
助
収
の
「
河
生
臨
帖
」
に
一
一
泊
す
る
版
文
に
、

羽
生
孔
問
問
・
妙
年
結
臨
池
。
共
鈍
王
以
下
一
主
一
寸
街
山
技
山
。
数
十
家
協
本
c

運
腕
老
続
。
脱
胎
誌
名
公
。
笠
松
山
叩
一
一
一
的
。
れ
引
i

じ
森
然
可
奈
息
。

と
あ
る
ο

「
羽
生
孔
防
」
と
は
一
川
河
米
庇
の
こ
と
で
あ
り
、
一
銭
？
？
一
」
と
に
釘
一

綜
と
王
薮
之
の
こ
と
を
い
う
。
栗
山
は
、
米
陀
が
臨
書
し
た
「
銭
王
書
」
を
立

鑑
し
た
の
で
あ
る
。

八
百
晋
時
代
〉

I 0 

ω陵
機
「
平
復
帖
ー
一

『
家
庭
に
寄
せ
し
柴
野
一
柴
山
の
苦
情
』
所
収
の
深
山
が
待
問
必
慌
に
送
っ
た

引い一早川ド、仁
川
H
，e
え
れ
イ
ん

I
F、
日
と
i
M
L卜
1
1
ッ
、
一

1
、
七
し
向
。
立
こ
可
刊
へ
事
ミ

－

H
H
l
f
J
7
i了、
L
d
e
と

H
J
3
／
山
竹
山
川
A
i

一
iJ
し

7
l
v
F
I
E
t
j
f
担
HiJ

上
初
成
巾
供
。
己
々
一
則
引
き
物
有
之
供
。
廿
以
内
問
機
が
平
復
帖
、
一
蹴
魯
公

f
u
u
w
U
Uト
ハ
土
円
以
ご
弓
し
h
r
足。

1
1
1ト
ロ
Ntノ
i

F
ド
守
山
a
F、
今

T
寸

1
1
J
i
h
札

と
あ
り
、
史
山
は
円
秋
烈
什
十
一
帖
』
に
よ
っ
て
、
問
機
「
一
千
紋
帖
」
を
初
見
し
た

ヘJ

に
に
レ
勺
J

、、UO

A

U

V

J

ノ
μ
で
ノ

〈
東
五
日
時
代
〉

ω王
法
之
「
尚
一
ザ
叙
」

前
述
の

ω陸
機
「
平
復
帖
」
で
取
り
政
っ
た
門
家
出
に
寄
せ
し
柴
野
架
山
の

書
簡
』
所
収
の
市
古
川
聞
に
は
、
さ
き
に
引
い
た

d
I山
は
『
秋
記
立
帖
』
に
よ
っ

て
位
殿
「
一
千
抱
粘
」
や
阪
魯
八
五
「
竹
山
聯
句
」
を
初
見
し
た
μ

と
す
る
一
文
の

h
p人
v

」、

d
t
t
 関

亭
も
五
一
位
の
時
刻
之
様
に
存
扶
。
御
覧
一
被
成
侠
故
。

と
あ
っ
て
、
架
山
は
『
秋
一
泊
堂
帖
』
の
王
一
説
之
「
随
一
苧
叙
」
の
所
』
尽
を
述
べ
て

い
γ
心
。

倒
同
「
豹
奴
帖
」

「
右
本
計
十
書
上
ー
一
と
起
し
た
川
市
山
の
白
川
計
十

1

本
山
午
、
民
写
し
た
『
二
一
土
帖
』
中

迭
の
「
豹J
奴
粘
」
の
頭
注
に
、

前
三
行
前
日
／
見
文
蹟
是
／
絹
木
也
子
／
品
部
善
之
／
題
為
川
叫
ん
K
／
帖

と
あ
っ
一
て
、
栗
山
、
か
円
二
王
帖
』
中
を
の
「
豹
奴
鮎
」
の
位
、
組
子
品
（
一
五
山
）

や
部
善
之
の
題
辞
が
執
る
絹
木
の
「
川
町
食
帖
」
（
豹
奴
帖
）
を
見
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

C
司「

右
中
山
一
主
主
上
」
と
題
し
た
架
山
の
目
笠
木
中
、
一
米
山
は
模
写
し
、
た
『
二
三

帖
』
中
長
」
の
「
京
生
帖
」
の
一
郎
注
に
お
い
て
、



ル
山
帖
的
日
入
／
主
和
内
市
／
余
嘗
見
之
／
怠
為
府
臨
／
有
宣
政
双
／
屯
等
翠

／
及
川
町
凶
／
h
F
4
印

と
記
し
て
い
る
ら
こ
の
児
、
注
か
ら
、
栗
山
が
ヲ
一
王
一
仰
い
小
笠
の
「
友
生
帖
」

の
佐
、
に
「
宣
政
双
屯
川
寺
町
」
お
よ
び
「
内
府
間
中
一
日
之
印
」
が
見
ら
れ
る
「
実

生
帖
」
を
制
は
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

〈
麿
代
〉

ω欧
陽
一
仰
「
山
市
一
父
市
活
排
」

前
述
の
〈
泰
代
〉
の

ω
「
似
山
刻
石
」
同
段
、
政
貞
幹
に
よ
っ
て
特
天
寿
か

ら
斡
刻
の
「
皇
父
府
君
叫
一
が
架
山
に
贈
ら
九
‘
る
約
束
が
坂
り
交
わ
さ
れ
て
い

る
。
来
山
が
実
際
に
「
皇
父
市
古
碑
ー
一
を
賞
翫
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
点
幹
を

め
ぐ
る
架
山
と
天
寿
と
の
交
友
凶
係
に
お
い
て
鈍
い
知
る
ば
か
り
で
あ
る
。

同
同
「
挑
北
川
公
枠
」

前
述
の

ω一
「
皇
父
市
沼
碑
」
向
娘
、
藤
貞
幹
に
よ
っ
て
特
天
寿
か
ら
斡
刻
の

「
挑
恭
公
碑
」
が
架
山
に
寄
贈
さ
れ
る
約
束
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た

G

。
同
「
同
州
聖
教
市
」

こ
れ
に
関
し
て
も
前
述
の

ω
「
皇
父
府
我
山
門
」
お
よ
び
同
「
挑
恭
公
碑
」
と

同
様
、
市
対
山
に
綿
一
大
一
一
好
か
ら
枠
刻
の
「
向
州
虫
数
序
一
を
贈
呈
さ
れ
る
約
点
、
が

取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

的
判
孫
過
庭
「
書
刻
印
」

『
家
庭
に
寄
せ
し
柴
野
架
山
の
諮
問
』
に
、
時
間
必
川
市
の
法
帖
一
間
刻
に
つ
い

て
架
山
が
必
器
に
寄
せ
た
引
択
肢
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
柴
山
は
、

三
代
法
帖
蛇
に
書
訓
私
方
へ
も
ら
い
山
中
候
じ

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
架
山
が
「
叩
討
論
川
」
を
所
蔵
し
た
こ
と
は
確
尖
で
あ

る
。
周
知
の
通
り
「
謀
議
川
」
の
玄
肢
の
彫
印
が
、
大
正
の
末
年
、
わ
が
悶
に
紹

介
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
刻
本
を
殺
る
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

栗
山
は
「
書
一
誌
一

抗
日
吋
三
一
レ
し
一
円
以
「
仁

川
け
い
主
！
コ

6

＼

J
U

－t

一山一点…山一
λ
集
糸
工
ハ
所
収
の
一
ポ
十
北
海
浜
一
付
近
砕
’
一
の
位
丈
に
、

幹
大
年
天
存
家
釦
刻
主
的
h

・
安
定
約
一
如
可
悦
）
一
間
以
牧
民
乏
廿
力
。
恐
別

人
協
不
也
。
旦
点
主
問
。
近
紘
一
寧
聯
。
版
紘
一
則
。
不
似
行
本
。
ザ
査
本
刻
長
。

川
何
本
非
不
知
山
円
但
以
当
時
処
一
化
人
不
ο

立
取
以
具
一
家
役
立

4
0

中
村
長
主

持
此
本
相
示
。
一
他
冶

Jm変
化
有
合
力
。
其
為
真
不
不
可
疑
也
。
民
不
便
斡

見
ト
J

。
景
注
欲
模
刻
以
思
料
於
九
原
。

と
あ
っ
て
、
柴
山
は
二
種
演
の
「
来
有
道
碑
」
の
拓
本
を
者
定
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
持
天
寿
翻
刻
木
お
よ
び
中
村
景
山
一
樹
刻
本
の
二
極
の
拓
本
で
あ
る
。

的
「
金
丹
帖
」

栗
山
文
集
巻
三
一
所
収
の
架
山
が
久
保
仲
通
に
与
え
た
諮
問
に
は
、

得
沢
右
仲
冶
一
問
。
云
。
仲
通
挙
見
。
家
学
有
所
託
。
凡
在
交
近
。
其
喜
非
常

いI
M

－
－

z
f
z
プ
プ
二
と
ー
ノ
ゴ
午

ιff」

L
1
t
h
i
i人
・

7
3
L
ο

UUJ4μ

当
…
凶
吋

44χ
一
引
山
守
山
山
メ
V｛
一
ぃ
ト

j
巾
山
川
い
ん
ヴ
ん
’
b
i
J

と
あ
っ
、
楽
山
は
親
友
の
仲
通
の
成
功
を
祝
し
て
、
卒
北
海
「
金
丹
帖
」
を
贈

呈
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、

其
間
川
開
館
可
咲
。
或
為
他
日
学
…
川
町
之
須
央
。
亦
一
片
持
一
心
乃
雨
。
勿
謂
太

平
計
。

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
栗
山
臼

2

井
、
か
「
金
丹
帖
」
を
「
学
パ
之
釘
一
」
と
し

て
い
た
こ
と
が
担
保
さ
れ
る
。

削
明
主
（
立
宗
主
帝
）
「
石
台
本
経
ー
一

架
山
文
柴
巻
六
一
山
収
の
「
石
経
字
経
政
」
に
は
、

ム一J

政
在
内
町
。
成
人
石
経
本
経
不
知
其
山
内
入
手
。
似
酷
似
・
脱
出
。

と
お
り
、
栗
山
は
こ
の
「
石
経
本

4

経
」
が
店
人
の
主
で
あ
り
、
「
民
法
」
を
伝

え
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ぼ
代
に
お
い
て
一
民
壮
市
印
刷
の

の
刻
木
を
究
設
し
て
い
た
（
8
）
こ
と

J

か
わ
か
る

3



合
間
以
灼
な
組
立
て
に
よ
っ
て
い
又
川
十
の
安
定
を
と
る
主
出
で
、
し
か
も
「
苧
は
い
一

を
一
れ
に
刻
し
た
も
の
と
い
え
ば
、
切
れ
一
よ
（
玄
京
日
情
）
ご
什
ム
ハ
宇
れ
」
て
あ
る

こ
と
は
山
迎
い
な
い
だ
ろ
う
。

川
抑
制
似
真
仰
「
多
主
出
叫
」

前
述
の

ω欧
州
問
一
利
「
出
父
市
立
碑
」
、
倒
同
「
挑
不
公
砕
片
付
仰
向
「
同
州
型

教
序
」
と
同
様
、
牒
点
件
に
よ
っ
て
仰
天
奇
か
ら
神
刻
の
「
多
～
玉
県
昨
」
、
か
栗

山
に
贈
ら
れ
る
約
束
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
栗
山
文
似
品
作
］
六
に
心

さ
れ
て
い
る
。

ハj
vリ
「
k
ネ
ト

M
e
H
a口
1iu

一

十

ilド
－

H
M

ハ’h
日’r
山口村三二日
L

前
述
の
制
政
只
卿
「
多
宝
山
仰
」
同
段
、
政
点
一
件
に
よ
っ
て
将
一
大
方
か
ら
件

刻
の
「
麻
姑
仙
沼
戸
」
が
張
山
に
得
川
さ

h
る
約
京
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た

の
で
占
め
る
。

ω同
「
竹
山
聯
句
」

前
述
の
〈
四
苦
〉
の

ω位
機
「
平
復
的
」
同
様
、
一
柴
山
は
『
秋
一
自
主
帖
』
に

よ
っ
て
初
め
て
顔
瓦
卿
「
竹
山
聯
句
」
を
見
た
と
い
う
こ
と
が
、
ヨ
家
庭
に
寄
一

せ
し
柴
野
架
山
の
書
簡
』
所
収
の
苦
悩
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
き

に
引
い
た
よ
う
に
「
其
内
出
機
が
平
復
帖
、
政
魯
公
竹
山
聯
句
丙
帖
は
初
て
見

申
候
」
と
あ
る
。
府
知
の
通
り
「
顔
魯
公
一
と
は
顔
真
抑
に
対
す
る
尊
称
で
ら

る。

門戸

/';) 

M
W
史
雑
則
「
大
智
禅
師
伴
」

架
山
文
集
巻
六
所
収
の
「
山
人
純
川
大
智
禅
師
碑
帖
一
の
版
文
中
に
は
、

乙
卯
冬
。
彦
与
様
張
羽
相
品
。
…
仮
羽
広
沢
翁
公
認
孫
也
。
始
知
此
山
川
翁
旧

政
也
。
提
雨
囚
井
一
新
制
模
本
山
一
部
。

と
あ
る
。
「
L
卯
」
と
は
党
政
七
年
（
一
七
九
五
）
で
あ
り
、
「
藤
長
羽
｝
一
と

は
細
井
広
沢
（
知
慎
）
の
孫
に
あ
た
る
。
栗
山
は
二
種
類
の
「
大
智
禅
師
碑
」

す
な
わ
ち
、
加
井
川
公
羽
翻
刻
一
ぶ
！
ζ

、
加
井
知
山
市
山
誌
の
涼
一
村
山
の
川
一
方
を
江
境
、
J
j

る
機
会
に
忠
ま
れ
れ
の
で
！
め
る

3

ーペ川、「
j
，h
L
n
h

「パ
J
N
U川
れ
た
＼

J
u
r

｛

九け－：ー川仙い川川山一日／
l

小
説
yd
ノ
ノ
川
H

L

栗
山
文
集
巻
一
一
一
所
収
の
柴
山
が
時
川
必
川
市
に
送
っ
た
川
附
の
一
文
に
、

川
博
之
装
川
為
ポ
問
状
川
川
決
公
仰
心
北
川
伯
山
心
布
介
可
考
。

と
あ
っ
、
来
山
は
市
（
伯
忠
を
手
げ
て
、
「
山
附
の
築
と
は
、
半
川
川
市
山
の
肝
川
小
川
氏

八
ム
碑
の
こ
と
を
い
う
」
と
抗
』
制
し
て
い
る
。
前
一
一
山
山
心
は
宋
代
の
人
で

i
f

の
り
、
そ

の
北
『
リ
リ
い
帖
刊
山
片
山
』
二
巻
は
、
吋
一
川
け
化
問
帖
』
の
誤
り
を
正
し
、
占
刷
所
物
や
仰

版
・
胤
〈
符
を
考
証
し
た
出
版
が
収
位
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

架
山
は
こ
の
「
片
山
帖
刊
後
』

J
V
一
読
み
、
し
か
も
ぷ
十
防
拭
「
明
州
安
八
ム
叫
」
を
実

見
し
て
、
年
上
の
必
誌
に
立
見
’
そ
れ
れ
き
送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

州
劉
升
「
市
城
山
…
一
川
T
M応川町」

一
柴
山
文
集
巻
六
所
収
の
「
劉
升
草
川
獄
約
一
手
M
m
応
之
叫
」
の
版
文
に
は
、

出
石
永
恨
一
五
問
。
近
何
J

ノ
～
必
玩
。
和
一
倍
数
日
。
題
此
泣
之
。

と
あ
る
。
「
川
川
石
永
根
一
河
川
」

L
」
江
北
条
訟
で
あ
る
。
一
山
双
山
は
北
条
公
所
蔵
の

「
辛
獄
精
一
日
ナ
附
応
叫
一
の
版
拓
を
間
約
し
て
い
る
。

八
宋
代
〉

ω妹
鰍
「
楽
志
論
」

栗
山
文
集
巻
六
所
収
の
「
限
付
剤
一
味
子
山
沿
い
一
川
」

右
川
掛
川
県
域
楽
志
論
大
行
。
芸
藩
硲
政
也
。

と
題
す
る
政
文
中
、

と
あ
り
、
十
一
三
得
（
安
芸
蒋
i
現
在
の
広
島
県
に
あ
た
る
）
に
、
一
旧
制
点
域
（
山
紙
撤
）

「
楽
十
一
山
論
」
の
僕
刻
木
、
か
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
同
文
集
同
版
文
中
に
は
、

十
一
芝
山
一
日
饗
JH
川
俣
。
出
比
巻
間
玩
。
白
川
俣
称
賛
久
之
日
。
恨
不
使
柴

邦
彦
与
続
。
以
為
如
何
ο

後
数
日
。
俣
令
情
区
一
円
山
千
説
法
示
。
一
一
一
旦
以
白
川
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侯
之
一
一
一
一
口
也
。
邦
彦
燕
休
再
拝
一
間
伏
続
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
梨
山
が
こ
れ
，
vV一
賞
銭
、
す
る
開
会
に
詰
ま
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

〈
元
代
V

ω組
孟
組
「
前
北
川
出
拭
」

一
架
山
文
集
を
ふ
ハ
所
収
の
「
子
円
切
削
亦
泣
賦
政
」
に
、
架
山
は
、

ト
3

い
れ
ヨ
家
主
交
1
1
0
2
‘？と一
C
T
3
支
。
品
交
友
七
十
l

o

J

：二一一
1
・
：
一
三
コ
づ
い
と

『一二日

l
p
j、
；
古

1
4
f
1手
raki

－

J

－J
i－－

F

川相ゴノ花月日一一口一
4

オ
J77

制
。
一
山
政
持
出
。
亦
一
共
尺
山
長
。
（
中
川
町
）
泉
佐
本
也
。
或
疑
其
末
行
題

名
。
凶
乏
併
問
。
一
設
以
石
本
也
。

と
し
て
、
岸
汝
mm所
放
の
松
一
吉

＼

ノ

「

辺

三

ノ

L

，’ud
－－」
ll

U
＼
い
ず
引
」
パ
ペ
J

包
atμ
下
ト

F
3

る
機
会
に
忠
ま
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
文
集
向
版
文
中
、、合、口兆ト上、一＼＼

ζ

ルリへ

J
へ
0

じ
i

’HU
’↓ド
r
o
H
d
a
i
f
p
d
づγ
J
I
及、G

Y
J
H

先
立
イ
ノ
パ
ゾ
JL
二五＼
1
4

卜
私
似
公
t
y
l
H川
叶
432dv
百
尽

雌
六
位
ム
帖
一
山
収
。
亦
不
如
此
本
法
－
M
伴
作
也
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
す
で
に
架
山
は
、
向
同
似
合
知
か
の
組
一
市
川
郎
、
「
赤
位
賦
」

を
審
定
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ハ
明
代
〉

川
w王
守
仁
「
京
岐
川
説
話
一
ザ
日
」

民
J

．A
－てん

5
3！？、
1
J

「
A

－一
1
J
I
L
l丁
、
一
久
山
こ
、

穿

i
v
l
当
主
」
／
月
4
0
一
司
一
川
砂
川
ノ

H3122」

t

王
伯
安
一
代
俳
人
也
。
笠
札
小
校
。
由
経
心
υ

什
内
平
引
い
取
岐
阜
若
手

詩
。
…
引
込
米
政
問
。
正
大
限
秀
之
気
c

川
出
於
筆
m
九
日
可
拘
。
竹
内
政
副
作
法
一
出
。

誰
敢
作
設
立
者
。
い
－
A

山
依
川
寸
一
本
一
山
以
也
。
位
一
別
立
以
下
二
十
一
行
。
好
古
以

下
六
行
。
川
主
己
脱
出
。
一
山
字
亦
品
川
一
以
。
恐
別
人
以
仰
木
刊
。
其
余
二
十
九
行
。

則
お
王
説
。
万
知
二
疑
長
。

と
わ
る
。

と
は
正
守
仁
の
字
で
わ
り
、

号
弘
主
湯
川
と
弥
し
、
む

v

l

j

；

；

i
 

明
円
一
一
ゐ
開
祖
で
あ
る
こ
と
は
註
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
同
文
集
内
政
文
中
、

中
景
迷
独
能
指
十
余
金
市
民
之
。
可
詰
兵
限
者
也
。

と
あ
り
、
栗
山
は
、
中
景
北
地
（
中
村
長
迂
）
所
政
の
「
束
秒
一
塁
君
亭
一
古
川
一
の
拓

本
を
武
鑑
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

回
同
「
王
守
仁
吉
」

三
家
庭
に
寄
せ
し
柴
↑
賢
市
川
山
の
川

h

川
市
川
』
所
収
の
栗
山
が
待
出
必
告
に
寄
せ
た

向
日

J
d
p
l」、

時
ぃ
ぷ
栄
町
リ
ー
ド
、

／〆？
l
）

2
4

，ー、t
zソナ
a

一

と
し
て
、
市
氷
山
は
必
拙
か
ら
「
王
守
仁
汗
」
が
川
町
一
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る

の
で
ふ
の
る
。

的
店
完
「
時
寅
壮
一
日
」

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
市
本
山
文
集
を
六
に
「
政
鈎
境
店
仙
虎
書
」
1

／
」
屈
し
た
民

文
が
所
収
さ
れ
る
。
「
店
伯
虎
」
と
は
「
…
目
安
の
字
で
あ
る
。
そ
の
書
が
来
た
し

て
何
で
あ
っ
た
の
か
は
向
版
文
中
か

b
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
以
文
に
よ

11
、
Jι
、

1
2
’v
 阿

波
紋
命
侍
医
森
川
叔
茂
。
約
問
時
九
山
主
巧
妙
。

と
あ
っ
、
そ
の
書
の
双
鈎
噴
出
ー
不
は
、
阿
波
い
が
命
じ
て
じ
が
川
奴
茂
が
つ
く
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
同
文
先
日
政
文
小
、

試
取
引
ハ
院
。
双
懸
一
郎
川
札
之
。

と一
1
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
市
山
1

「
店
い
川
氏
い
と
の
文
民
174
と
そ
の
双
鈎

坑
叫
十
一
本
の
二
祐
却
を
審
～
正
し
て
い
る
こ
と
は
則
’
什
で
あ
る
。

励
文
倣
別
「
文
徴
切
ハ
ハ
」

前
述
の
八
一
一
一
山
時
代
〉
の

ω列
部
一
比
例
係
書
」
で
取
り
扱
っ
た
架
山
文
北
巻



六
一
助
収
の
「
河
生
臨
川
」
に
つ
い
て
の
版
文
に
は
、
さ
き
に
引
い
た
よ
う
に

「
し
ミ

L
3
0
少

F
吉
行
山
由
。
上
一
、
問
引
っ
－
干
そ
、
一
じ
む
j
tドペ
j
o
ケ人

A
y
t
－z臼
入

O

－A

一一」
J
A
一一

d
m
m
F日／
J
F
Fド、

l
f
1
2
2
E
3
i
1ウ
｛
一
戸
の
け
い
レ
イ
け
ド

Z
斗
1
G
A
4
阿
川
メ
』
つ
〆

腕
老
練
。
脱
胎
詰
名
公
。
引
い
制
活
情
。
的
士
」
一
料
品
れ
可
畏
也
。
」
と
あ
る
。
「
術
山

校
山
」
と
は
文
徴
明
と
祝
允
切
の
こ
と
で
あ
る
。
一
地
山
は
、
河
午
一
礼
財
（
市
川

米
庇
）
が
附
川
市
一
閃
し
た
「
文
徴
明
書
」
ー
を
見
た
の
で
あ
る
。

ω祝
允
明
「
祝
允
明
書
」

前
述
の

ω文
徴
別
「
LX徴
明
書
」
同
様
、
一
柴
山
は
、
市
河
米
庵
が
陥
刊
一
閃
し
た

「
祝
允
明
書
」
を
属
目
し
て
い
る
。

八
清
代
〉

ω成
町
一
帝
「
臨
鵠
一
千
記
」

一
栄
山
文
集
巻
六
所
収
の
「
民
間
山
帝
出
附
一
苧
一
日
以
」
に
、
栗
山
は
、

と
し
て
、
康
問
一
苛
が
遺
書
の
「
附
亭
記
」
を
臨
書
し
た
も
の
を
見
る
機
会
に
忠

ま
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
草
書
と
は
、
「
直
方
一
宰
」
（
革
汁
片
品
）

の
書
い
た
も
の
を
い
う
。

ま
た
同
文
集
同
版
文
中
、

北
条
仲
鼎
伝
刻
以
諜
見
主
。
札
川
氏
来
示
。
－
V
一
為
書
此
。

と
あ
り
、
そ
の
既
刊
帝
「
臨
間
一
苧
記
i

一
は
北
条
仲
間
川

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

議

1
一
人
件
」

HD

J

Y

H

↓
3
ヌ
v

J

f
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2

集
帖
・
専
帖

八
麿
代
〉

ω
『
十
七
帖
』

「
右
軍
草
書
上
」
と
題
し
た
柴
山
の
自
笠
木
中
、
模
写
し
た
『
二
一
士
帖
』
中

巻
の
「
十
七
帖
」
の
割
注
に
は
、
刀
法
氏
帖
」
に
つ
い
て
、

L
l
い
い
上
円
以
山
川

γ占
気
イ
ペ
つ
ト
ー
ト
l
v
r

一
小
川

γ

，A
1
a
d
d
－’
F
4小
：
i
r
－

－

d
一

と
あ
り
、
東
山
は
さ
一
五
川
し
の
「
下
七
札
」
と
は
引
に
、

て
い
た
戸
」
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
同
日
笠
本
中
、
悦
与
し
た
「
二
王
帖
』
上
巻
の
「
山
部
以
池
一
川
」
の

割
注
に
、
栗
山
は
、

長
ゆ
帖
水
刻
十
七
帖

と
芯
し
、
「
成
部
域
池
帖
」
が
、
後
山
一
の
八
宋
代
〉
の
ゆ
『
長
沙
川
』
お
よ
び

〈
別
代
〉
の
川
町
二
王
帖
』
の
地
、
『
水
刻
十
七
帖
』
に
も
刻
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
水
刻
十
七
帖
い
と
は
恐
ら
く
、
後
山
の
〈
宋
代
〉

の

ω
行
距
化
問
帖
』
に
お
け
る
『
水
刻
印
帖
』
と
何
段
、
江
戸
後
期
に
水
戸
落

（
現
主
の
茨
域
保
に
あ
た
る
）
に
お
い
て
立
民
平
軒
が
烈
刈
し
た
『
十
七
一
川
』

を
い
う
の
で
ふ
の
ろ
、
フ
。

ω
『
滑
に
ほ
常
一
帖
』

「
’
石
軍
止
円
十
苫
下
」
と
屈
し
た
架
山
の
自
主
木
中
、
架
山
は
双
均
し
ム
～
「
初
月

帖
」
の
割
注
に
、
ま
ず
、

汝
帖
鶴
岡
山
件

と
記
し
、
「
初
月
仙
」
が
後
述
の
八
宋
代
〉
の

ω
『
持
帖
』
や
的
『
汝
帖
』
の

位
、
〈
則
一
代
〉
の

ω
『
前
一
附
一
斎
粘
」
一
に
刻
一
人
さ
れ
る
こ
と
を
指
指
し
、
さ
内
つ
に

開
主
二
土
、

；！
2
3
：f
’r
 

一
併
に
川
堂
帖
末
有
一
頓
首
二
字

と
し
、
コ
宮
市
堂
帖
」
一
の
「
回
一
月
，
町
一
に
つ
い
て
一
一
一
口
引
火
し
て
い
る

2

八
宋
代
〉

ω
『
浮
化
問
帖
』

「
右
本
十
日
十
苫
上
」
と
題
し
た
一
一
山
沢
山
の
日
笠
不
中
、
栗
山
ば
模
写
し
、
に
『
二
王

帖
』
中
巻
の
「
鯉
品
川
帖
一
の
頭
注
に
、

『
十
七
札
』
を
見
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此
帖
淳
化
／
／
所
刻
及
純
／
帖
三
回
皆
／
有
印
有
辞
／
多
重
不
複
／
尽
刻
／

前
凶
行
／
別
作
一
／
帖
涼
与
／
此
一
小
相
属

と
記
し
て
い
る
。
栗
山
が
、
町
二
王
札
い
と
円
一
昨
化
問
帖
』
と
を
刻
印
山
一
し
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

さ
ら
に
架
山
文
接
巻
六
一
昨
以
の
「
水
刻
附
帖
版
」
に
は
、

間
帖
白
川
出
石
川
M

亡
。
税
制
日
就
潟
芥

G

以忠一
mm
主
麟
。
且
未
満
識
者
芯

C

M
降
於
此
者
。
其
弘
一
者
一
役
転
之
似
逆
。
既
失
筆
路
。
而
不
成
字
者
。
佐
佐

有
之
。
尚
何
神
韻
町
山
口
和
4
4
m
微
之
望
。
水
一
戸
市
彰
考
館
総
裁
立
一
原
伯
問
。

間
渉
才
介
。
書
法
妙
子
一
川
崎
。
。
対
於
此
者
久
会
。
編
者
之
限
。
取
数
十
本

校
訂
。
称
為
精
一
版
。
一
半
生
秘
倍
。
不
肖
舷
一
一
小
人
。
（
中
町
）
蓋
近
日
佐
木

也。

と
あ
り
、
一
東
山
は
水
一
戸
溶
（
川
叫
在
の
渋
城
県
に
あ
た
る
）
の
立
原
伯
尚
（
翠
桁
）

翻
刻
の
「
間
一
川
」
す
な
わ
ち
古
川
け
化
問
帖
』
を
審
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

川
仰
『
大
観
帖
』

「
右
中
ヰ
草
書
上
」
と
題
し
た
巣
山
の
r

目
笠
本
中
、
松
写
し
た
『
二
王
帖
』
上

巻
の
「
設
問
帖
」
の
脚
注
に
、

大
観
分
厳
君
以
下
為
一
一
川

と
あ
る
。
架
山
は
、
円
十
八
制
帖
』
と
円
二
王
帖
』
の
「
設
問
帖
」
を
山
刈
間
一
し
た

の
で
あ
る
c

。
『
太
清
楼
帖
』

「
右
寧
背
十
世
一
日
上
」
と
題
し
た
架
山
の
自
第
十
本
中
、
松
写
し
た
『
二
王
帖
』
中

巻
の
「
敬
和
帖
」
の
一
刻
注
に
、

敬
和
以
下
／
一
ニ
胎
建
中
／
靖
国
統
帖
／
以
為
究
知
／
意
非

と
あ
る
。
周
知
の
通
り
「
建
中
訪
問
続
帖
」
と
は
、
前
述
の
側
主
〈
観
帖
L

一
の

統
帖
で
あ
り
、
『
太
市
桜
帖
』
の
別
称
で
あ
る
。
架
山
は
『
太
浩
楼
帖
』
を
民

日
し
て
い
る
c

制
『
長
沙
帖
』

「
大
令
草
川
古
」
と
題
し
た
一
山
沢
山
の
自
主
不
中
、
模
写
し
た

の
「
敬
相
帖
」
の
脚
注
に
、

此
帖
託
児
五
巻
古
法
帖
立
考
之
米
一
一
U
／
耶
長
沙
帖
J

必
然
／
政
担
王
中
川
町
一
寸
武

州
伎

FM也
厳
使
君
々
字
／
旧
作
知
嘗
見
倍
模
此
帖
是
君
字
今
後
／
改
定

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
架
山
が
『
長
沙
帖
』
を
賞
鑑
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

似
『
枠
帖
』

「
右
平
同
十
武
門
一
ト
」
と
起
し
た
架
山
の
自
筆
本
中
、
位
写
し
た
『
淳
化
問
帖
』

の
「
奄
一
手
一
帖
」
の
割
出
に
、
架
山
は
、

三
「
レ
レ

r
z
l
ヨ

気

γ

午
γ

J

i

f
－

－

正

式

が

と
記
し
、
「
奄
主
帖
」
が
、
前
述
の

ω
円
一
同
化
問
一
加
山
の
位
、

Zh帖
』
に
判
例

入
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

的
『
汝
帖
』

前
述
の
八
間
代
〉
の
倒
一
「
一
一
副
楚
文
ー
一
で
取
り
扱
っ
た
架
山
文
集
巻
一
一
一
所
収
の

架
山
が
十
時
旧
必
川
市
に
寄
せ
た
書
店
に
は
、
さ
き
に
引
い
た
よ
う
に
「
但
銅
山
時
銘

汝
帖
釆
入
c

其
為
偽
帖
不
必
多
一
一
一
一
口
。
一

H
一
叶
弁
。
」
と
あ
る
。
栗
山
が
『
汝
粘
』

を
賞
、
鑑
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
栗
山
の
自
筆

7

不
に
お
い
て
も
時
認
さ
れ
る
。

ω
『
宝
官
斎
帖
』

「
右
民
草
書
上
」
と
起
し
た
架
山
の
日
堂
本
中
、
模
写
し
た
『
二
王
帖
』
中

巻
の
「
虞
稜
興
一
町
一
の
剖
誌
に
、

Z
L
Eヨ
ー
ヘ
手
＼
門
川
川
二
、
－
I
J
人一、

戸
寸
百
円
正
小
バ
コ
パ
4
H戸，コドパ～卜
L

ご
1
8

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
栗
山
い
か
司
宝
正
一
パ
立
川
帖
』
を
剖
目
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る。

二
玉
川
』
下
巻
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〈
明
代
〉

似
『
橋
間
斎
帖
』

「
右
軍
草
書
上
」
と
題
し
た
架
山
の
白
笠
木
中
、
模
写
し
た
円
二
王
帖
』
中

巻
の
「
又
ニ
粘
」
の
割
注
に
、

到
す
可
語
浴
中
川
以
t
卜
i

二
＼
主
主
入
口

E
F

J
H
U
F

ド
ザ
一
二
一
見
ノ
弘
ゴ
金
子
ノ
J

、下二

と
あ
る
。
東
山
は
、
内
的
問
斎
帖
凸
と
『
二
王
帖
η

一
一
の
「
又
二
帖
一
を
対
照
し

た
の
で
J

の
る
。

同
『
戯
鴻
蛍
帖
』

一
柴
山
文
集
巻
六
一
昨
収
の
「
市
河
生
成
停
一
主
館
法
帖
政
」
に
は
、

文
氏
停
一
位
目
的
帖
。
於
州
諸
刻
段
結
。
出
子
世
話
氏
一
時
宝
上
数
等
。

と
あ
る
。
「
道
氏
鴻
宝
」
と
は
、
議
共
呂
に
よ
っ
て
刻
さ
れ
た
『
戯
鴻
全
帖
』

で
あ
る
。
つ
ま
り
架
山
は
『
戯
鴻
川
口
上
一
帖
』
を
者
定
し
た
の
で
あ
る
。

ま
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
架
山
の
臼
笠
木
に
お
い
て
も
確
話
さ
れ
る

0

0
『
停
一
芸
館
帖
』

前
述
の
『
戯
鴻
主
帖
』
で
取
り
必
っ
た
栗
山
文
集
巻
六
所
以
の
「
市
河
生
政

停
芸
館
仙
波
」
に
は
、
さ
き
に
引
い
た
よ
う
に
「
文
武
停
虫
館
帖
。
於
明
活
刻

扱
泊
。
高
一
十
輩
氏
鴻
宜
上
数
伸
子
。
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
続
け
て
、

但
伝
刻
日
広
。
掛
川
忠
制
限
。
小
結
歪
岐
川
皮
人
之
類
。
殆
不
成
字
。
近
日

舶
来
者
殊
位
。
河
孔
問
問
此
本
流
精
妙
。
非
復
従
前
諸
本
之
比
企
〈
。

と
あ
る
。
間
知
の
通
り
「
文
氏
停
雲
館
帖
」
と
は
い
え
徴
明
父
子
に
よ
っ
て
刻
さ

れ
た
『
停
芸
部
帖
』
の
こ
と
で
あ
る
。
…
柴
山
川
は
、
当
時
将
米
さ
れ
た
『
停
主
出

帖
』
の
中
で
、
河
孔
防
（
市
河
米
庇
）
架
版
の
も
の
が
最
も
紡
刻
で
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
述
の
八
府
代
〉
の
制
孫
過
ほ
「
主
主
川
」
で
取
り
扱
っ
た
『
家
庭
に

寄
せ
し
柴
野
栗
山
の
書
簡
』
所
収
の
架
山
が
待
出
必
器
に
寄
せ
た
詩
闘
に
は
、

さ
き
に
引
い
た
「
三
代
法
帖
誌
に
い
ぱ
ぽ
私
万
へ
も
ら
い
甲
候
。

3
3は
半
本
一

i

一

御
陵
段
。
」
と
す
る
一
文
に
続
け
て
、

新
渡
し
停
芸
館
に
脱
行
有
之
一
伝
。
呉
服
行
之
分
有
之
候
は
と
京
註
叩
候
。

刻
も
新
渡
よ
り
も
よ
く
御
座
候
。

と
あ
り
、
栗
山
が
『
停
一
芸
館
帖
』
を
所
蔵
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
栗
山
の
’
H
筆
本
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る

他

、

（

9
）

こ
4
1
h

、主
計
約
型
以
下
定
為
立
法
学
書
一
清
／
者
得
之
別
一
位
会
此
帖
係
停
雲
初
刻
／

本
有
建
玉
楼
邦
彦
私
印
記
口
柴
／
学
士
之
政
不
自
約
理
下
第
三
十
一
ニ
行
／

手
不
忘
以
下
三
行
模
本
一
川
知
古
人
未
／
一
五
四
併
及
之
前
後
三
葉
以
河
米
庵

／
本
初
之

と
あ
り
、
一
架
山
が
、

2
Uげ
笠
館
帖
h

の
初

J

山
本
主
防
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
一
一
一
一
山
う
ま
で
も
な
く
「
附
店
主
楼
一
と
は
、
栗
山
の
堂
口
一
勺
で
あ
る
。

同
『
玉
県
立
帖
』

架
山
文
集
主
］
六
一
所
収
の
「
新
刻
主
字
十
日
持
十
九
首
政
」
に
、
来
山
ば
、

余
執
事
阿
波
問
。
祇
役
相
’
品
川
倒
。
ハ
ム
事
悦
竣
。
一
山
猫
M
M
山
山
山
本
政
。
冗
坐
知

事
召
汗
日
。
加
…
可
以
泣
け
。
沼
山
公
家
玉
川
出
堂
帖
。
披
玩
以
排
問
。
間
集

二
王
字
以
者
。
此
亦
消
閑
戯
虫
也
。
ム
糸
川
同
十
代
一
二
十
年
前
会
。

と
し
て
、
阿
波
賠
（

ml低
落
i
現
在
の
徳
島
時
に
あ
た
る
）
に
出
仕
し
て
い
た

時
（
一
七
六
七

t
一
七
八
七
）
、
司
五
叫
笠
帖
い
に
処
っ
て
二
王
の
す
討
を
長
字
し

た（
4
）
と
い
う
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
同
知
の
通
ワ
「
二
王
一
と
辻
、
王
桜

之
と
王
献
之
の
呼
称
で
あ
る
。

ω
『山一ム町山

Hut－十日帖い

「
古
川
十
京
市
川
下
一
と
題
し
た
～
山
沢
山
の
’
川
口
荒
木
中
、
栗
山
工
模
写
し
た
「
初
等
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不
パ
住
帖
」
の
叫
民
に
、

～
じ
ル
川
山
斗
与
は
行
L
L
J
U寸－
h
i
k

J
i
－－ル

γ

一一H
B
J
L
1

一

と
記
し
、
「
的
等
不
北
一
川
」
が
前
述
の
八
宋
代

V
の
叫
『
主
辞
斎
帖
』
の
他
、

ヱ
ム
山
丘
公
一
』
（
『
tV一
賢
九
社
ト
一
集
十
は
帖
』
）
に
刻
入
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

川
『
二
王
帖
』

門
家
庭
に
寄
せ
し
柴
野
栄
山
の
吉
間
』
在
叫
に
一
所
収
さ
れ
る
「
架
山
先
生
遣

い
引
（
一
保
扶
名
）
家
佐
紀
間
」
に
は
、

深
五
日
間
帖
。
有
手
悦
二
王
帖
。
毎
週
川
一
青
木
。
一
波
一
…
拠
。
一
一
対
照
。
注

H
た
ー
リ
f
T
4ココ。

I
f
y
ド
H
r
J
l
訪
日
ノ

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
山
が
『
二
王
帖
』
を
模
写
し
審
定
し
た
こ
と
は
確
実
で

ふ必
v
Q

。
ま
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
八
宋
代
〉
の
同
『
大
観
帖
』
に
お
い

て
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
柴
山
の
’
H
革
本
に
お
い
て
も
確
必
さ
れ
る
。

ω
『
説
街
家
六
接
帖
』

前
述
の
八
一
万
代
〉
の

ω組
子
品
「
前
兆
壁
賦
一
で
取
り
扱
っ
た
栗
山
文
集
巻

六
一
山
収
の
「
子
苅
前
亦
皆
川
帆
政
」
に
は
、
山
序
汝
的
所
蔵
の
川
胞
子
日
刈
「
前
赤
箆
拭
ー
一

の
刻
本
に
対
す
る
架
山
の
所
感
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
き
に
引
い

た
よ
う
に
「
蹴
六
集
帖
所
収
。
亦
不
如
此
本
法
硬
伴
作
也
。
」
と
あ
る
。
栗
山

は
コ
ハ
集
帖
』
（
藻
補
家
六
捺
仙
）
を
笠
鑑
し
た
の
で
あ
る
。

〈
清
代
〉

ω
『
秋
碧
掌
帖
』

こ
の
集
帖
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
八
四
苦
〉
の

ω段
機
「
平
復
帖
ー
一

や
八
束
昔
時
代
〉
の

ω王
義
之
「
胸
手
叙
」
を
は
じ
め
、
〈
庖
代
〉
の

ω顔
立

卿
「
竹
山
聯
句
」
に
お
い
て
も
前
述
し
た
が
、
さ
ら
に
『
家
庭
に
寄
せ
し
柴
野

架
山
の
…
昔
前
』
所
収
の
架
山
が
時
間
必
慌
に
寄
せ
た
常
一
日
般
に
は
、

中心］町リレ火山口一二つ二仁？
ι門川レァドド
j

＼
卜
1

・j、
一

i
ぃ
、
ニ
：
ι
1
0

J
H
H
U

い正し
r
－て九一一
J
I
山中ーー
ζ
f
一
：
／
山
山
川
パ
守
一

l
J
L
，J
l
L
ι
山

と
あ
り
、
架
山
が
『
秋
山
京
市
一
帖
』
を
賞
践
し
た
こ
と
が
続
記
さ
れ
る

Q

叫引
4

「

1
1
L

、託、ト
L1
コ

r

パけいに仕フ内グ
v

山山川
n
k

「
大
令
草
書
」
と
題
し
た
架
山
の
自
主
山
本
中
、
成
写
し
た
吋
二
王
帖
』
下
径

の
「
迫
述
帖
」
の
刻
一
正
に
、

日（興作一
Xli
出
作
日
（
興
仙

と
・
ち
り
、
さ
ら
に
、
模
写
し
た
「
准
述
川
」
の
「
五
色
J

」
の
」
刊
に
法
、

芸
文
術
作
－
九
日

と
い
う
書
、
さ
込
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
架
山
、
が
『
日
（
胤
ハ
帖
』
を
朴
氏
縦
し
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

八
そ
の
他

v

d
v

「

J
A
A
いL

U

ト
ぷ
卜
μ
D

I
L
L
二一
r
ト｜、

ys山削
i
n」

前
述
の
八
倍
代
〉
の
問
係
過
応
「
H
A
込
山
一
で
’
取
り
掛
っ
た

2
小
山
－
に
寄
せ
し

柴
野
栗
山
の
書
簡
』
一
昨
収
の

A
胞
に
、
さ
き
に
引
叫
し
た
よ
う
に
一
三
代
法
帖

蛇
に
世
一
早
川
私
方
へ
も
ら
い
中
候
o
t
一
と
ゐ
る
。
「
栄
山
が
一
コ
一
一
代
法
帖
己
を
立
祝

し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
一
山
市
帖
に
つ
い
て
は
、
刻
さ
れ
た
ん
千
代
川
上
寸
の
一
切
が
一
小
川
な
の
で

後
の
考
証
を
持
ち
た
い
。

川
州
内
側
で
札
山
川
市
帖
』

吋
山
小
慌
に
寄
せ
し
柴
野
栗
山
の
書
問
』
所
収
の
栗
山
が
十
時
川
必
誌
に
寄
ぜ
た

丘
町
民
三
土
、

制
了
札
は
縫
帖
に
出
居
中
段
。
御
入
用
な
れ
ば
お
ほ
せ
可
申
候
。

と
あ
り
、
栗
山
が
一
脚
子
札
堂
帖
』
を
架
蔵
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
c

こ
の

集
帖
は
、
法
制
叫
六
朝
防
法
の
岩
名
な
碑
版
を
斡
め
て
ほ
ー
不
で
慎
刻
さ
久
、
た
も
の

ハ」
z
J
ア「
J

4

0

V

J

ノ
山
】
ノ
‘
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以
上
よ
り
、
栗
山
は
江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
、
府
代
か
ら
浩
代
に
わ
た
る

碑
版
・
法
帖
袋
二
乞
賞
慨
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
ο

し
か
し
は
じ
め

に
述
べ
た
よ
－
つ
に
文
化
的
中
心
に
あ
っ
た
一
山
沢
山
で
さ
え
も
、
そ
の
一
保
拓
お
よ
び

真
蹟
を
審
定
す
る
こ
と
が
稀
で
あ
り
、
詐
定
し
た
拓
本
は
、
山
山
刊
天
方
翻
刻
本
を

は
じ
め
品
一
閃
必
器
翻
刻
本
や
中
村
長
法
制
刻
本
お
よ
び
北
条
鉱
翻
刻
本
の
他
、

立
原
翠
軒
翻
刻
本
に
代
表
さ
れ
る
木
版
、
か
大
部
分
で
あ
っ
た
（
刊
）
。

次
に
架
山
が
容
定
し
た
碑
版
・
法
帖
等
の
護
休
に
つ
い
て
言
及
す
れ
ば
、
装

・
隷
・
借
－

rn
－
革
の
す
べ
て
に
一
及
ん
で
い
た
こ
と
、
し
か
し
赦
古
川
は
い
わ
ゆ

る
八
分
と
称
さ
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
よ
う
に
卓
’
絶
し
た
鑑
識
を
右
し
視
野
が
広
か
っ
た
架
山

は
、
一
柴
山
文
終
巻
二
山
川
収
の
「
制
刻
川
中
山
池
部
制
小
引
」
お
よ
び
「
集
古
妙
民
序
」

に
お
い
て
、
江
戸
中
山
の
中
図
書
道
受
容
の
中
心
に
あ
っ
た
宋
・
一
五
・
切
の
書

よ
り
も
、
官
・
庶
の
ハ
引
を
学
ぶ
必
裂
性
を
述
、
ベ
、
官
・
店
の
f
h
法
を
学
者
の
中

心
に
詑
く
べ
き
だ
と
い
う
（
日
）
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
一
柴
山
が
時
川
必
川
市
に
寄

せ
た
引
首
脳
に
お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
や
は
り
店
告
の
書
訟
に
お
け
る
普
遍

性
を
述
べ
て
い
る
（
山
）
O

M

A

山
が
指
定
し
た
碑
版
法
帖
等
に
つ
い
て
川
代
版

に
掛
川
附
し
て
も
、
特
に
店
代
の
拓
本
、
川
中
帖
の
数
、
か
あ
／
く
、
さ
ら
に
京
背
同
代

の
王
毅
之
お
よ
び
王
献
之
の
平
喜
一
凡
版
に
対
す
る
架
山
の
山
心
が
山
か
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
京
で
は
、
右
の
竹
抵
当
、
抜
書
、
平
告
に
つ
い
て
各
々
一
例
を
と
っ
て
詳
述

し
、
架
山
か
ら
丸
た
江
戸
後
期
に
お
け
る
中
国
引
退
の
受
容
と
仲
良
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。

1 
'---' 

じ
三
宅
1
1
h
円コ～

pr

M
Y
m
zヨ
河
川

U

允－
w山
部
高
氷
山
文
集
い
天
保
十
一
一
一
年
、
桐
陰
世
間
毘
担
板
。

全
六
巻
か
ら
な
り
、
巻
一
に
雑
一
者
、
巻
二
に
序
記
、
巻
一
二
に
害
防
、
巻
目

に
芸
誌
山
一
円
、
巻
五
に
賛
小
川
的
、
巻
ム
ハ
に
題
肢
が
収
載
さ
れ
る
。

（2
）
中
川
黙
堂
前
向
架
山
笠
汗
集
』
明
治
一
一
一
十
九
年
、
松
風
竹
月
居
蔵
板
。

上
・
下
二
巻
か
ら
な
る
。

（3
）
川
口
万
之
助
・
長
毘
折
一
一
一
纂
若
『
家
庭
に
寄
せ
し
柴
野
一
県
山
の
書
簡
内

明
治
四
十
一
一
一
年
、
同
派
結
堂
。
そ
の
巻
頭
に
紫
野
一
京
協
撰
宗
北
山
先
生
造
事

（
原
怯
名
）
家
世
紀
附
』
、
が
収
故
さ
れ
る
。

『
栗
山
先
生
遣
事
（
掠
伏
名
）
家
吐
紀
間
』
の
州
問
者
で
あ
る
紫
野
詰
海

は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
栗
山
が
四
十
四
歳
の
時
、
一
方
、
訪
ね
海
が

七
歳
の
時
、
架
山
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
記
事
の
信

怒
性
は
極
め
て
高
い
と
一
一
一
口
わ
ざ
る
を
得
ー
な
い
。

（4
）
各
々
の
表
紙
の
右
上
に
「
右
軍
草
書
上
」
「
右
年
草
苫
下
一
「
大
令

草
書
」
と
題
し
た
一
品
川
山
の
日
笠
木
が
あ
る
（
阿
波
文
店
所
政
）
。
三
間
の

出
子
本
中
、
「
布
一
牛
革
謹
上
」
は
吋
二
王
帖
b

上
在
お
よ
び
円
二
王
帖
』

中
巻
の
王
義
之
草
点
尺
版
を
模
写
し
て
で
き
た
一
時
帖
で
あ
り
、
ま
た
「
右

平
草
書
下
」
は
『
二
王
帖
』
以
外
の
集
帖
、
す
な
わ
ち
古
川
け
化
問
帖
』

『
粋
帖
』
『
汝
帖
』

2
五
日
斎
鮎
』
『
澄
消
堂
帖
』
か
ら
王
義
之
車
引
一
一
日
尺

服
を
択
ん
で
机
写
し
て
で
き
た
存
帖
で
あ
る
。
一
方
、
「
大
令
汁
十
占
」
は

『
二
王
帖
』

F
在
の
王
献
之
取
引
川
尺
加
と
、
ヲ
一
王
粘
』
以
外
の
先
帖
、

す
な
わ
ち
三
υ
化
問
帖
h

h

w

枠
帖
L

一

21M口
市
川
』
か
ら
王
献
心
／
～
何
十
告
尺

間
を
択
ん
で
棋
写
し
て
で
き
た
一
時
帖
で
あ
る
。
以
上
、
一
一
一
間
の
山
市
中
山
本
中
、

各
々
の
草
書
尺
闘
に
つ
い
て
丹
、
さ
込
み
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
「
お

1
1計
上
」
と
一
泊
し
た
山
笠
木
中
、
模
写
し
、
に
一
ご
一
王
帖
』

中
巻
の
「
近
日
帖
」
の
料
、
正
に
「
彦
案
当
／
来
日
口
」
と
あ
っ
て
、
さ
ら

に
「
大
令
草
書
」
と
題
し
た
自
笠
木
中
に
も
、
模
写
し
た
『
一
一
一
日
化
関
川
』
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の

「

街

軍

帖

」

の

割

訟

に

」

と

記

さ

れ

て
い
る
。
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
く
「
彦
」
と
は
梨
山
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
お
草
草
者
一
千
」
と
題
し
た
自
笠
木
中
の
引
で
ざ
込
み
に
見
る
書
風
は
、
明

ら
か
に
他
の
こ
問
中
の
古
風
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
間
の
冊

子
本
中
の
諒
き
込
み
は
、
す
べ
て
柴
山
の
自
笠
に
よ
る
と
断
定
さ
れ
る
ο

架
凶
の
ι

日
笹
本
一
ご
山
山
が
所
蔵
さ
れ
る
阿
波
間
文
郎
と
は
、
阿
波
蒋
（
現

在
の
徳
島
県
に
あ
た
る
）
の
国
学
の
文
時
で
あ
り
、
一
柴
山
お
よ
び
原
代
弘

賢
の
出
成
を
中
心
に
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
。
一
県
山
の
旧
政
に
は
、
す
べ

て
八
柴
氏
家
／
政
副
書
〉
と
い
う
印
が
あ
り
、
ま
た
〈
柴
邦
彦
図
書
後
／

帰
阿
波
酪
文
庫
／
別
政
］
江
戸
径
林
荘
万
巻
桜
）
と
い
う
印
が
押
さ
れ
て

い
る
。
前
述
の
梨
山
自
筆
本
の
巻
一
郎
右
下
に
、
前
者
の
印
、
か
あ
り
、
右
上

に
後
者
の
印
が
あ
る
。
さ
ら
に
右
下
に
は
別
に
〈
呉
服
文
時
〉
の
印
記
が

見
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
阿
波
間
文
庫
に
一
山
政
さ
れ
た
一
柴
山
の
自
笠
木
は
、

後
に
呉
服
文
郎
の
所
蔵
に
な
っ
七
こ
と
が
知
れ
る
。
現
在
呉
服
JX郎
は
、

徳
島
県
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
る
。

内
藤
虎
次
郎
「
犯
品
一
性
」
（
大
阪
朝
日
新
聞
）
明
治
山
十
二
年
九
月

六
日
・
七
日
、
参
加
…
。

猪
井
達
雌
「
柴
野
栄
山
と
阿
波
」
（
『
徳
お
教
育
』
十
二
昭
和
五
十
八

年
、
参
照
。

（5
）
他
に
「
寺
社
宝
物
混
同
白
録
」
（
『
続
々
群
吉
知
従
』
十
六
「
雑
部
」
、

明
治
四
十
四
年
初
刻
）
が
あ
る
が
、
同
目
録
巻
出
所
収
の
「
白
銀
仕
立
凡

例
」
に
、
「
諸
宝
物
之
名
目
者
、
外
越
正
箱
之
上
書
、
寺
憎
之
中
山
候
通

に
認
置
申
候
。
」
と
あ
り
、
ま
た
「
此
度
写
取
候
分
者
、
一
二
角
印
付
置
。

但
先
達
而
御
写
有
之
侯
口
川
も
、
特
別
見
事
に
相
見
候
物
者
、
為
倒
見
合
、

狛
又
写
取
儀
も
右
之
候
。
」
と
あ
る
他
、
「
御
取
容
に
も
和
成
可
申
と
奉
存

候
口
問
者
、
九
印
付
世
中
候
o
t
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
掠

f

問
、
に
記
故

さ
れ
た
碑
版
、
法
帖
等
を
市
川
山
、
か
ふ
指
定
し
た
か
に
つ
い
て
の
立
相
は
不
明

で
あ
る
ο

し
た
が
っ
て
こ
の
一
い
録
は
、
木
論
文
の
中
心
的
資
料
と
し
て
は

不
過
当
で
あ
る
。

（6
）
〈
問
状
〉

ω
「
鉱
山
排
出
款
識
」
（
七
一
瓦
）
参
問
。

（7
）
後
掲
、
「
百
八
上
砕
」
（
八
六
瓦
i
八
八
瓦
）
参
照
。

（8
）
後
仰
向
、
孫
子
過
出
「
主
誠
」
（
八
八
－
A
t
九
十
文
）
ム
石
川
。

（9
）
藤
原
住
水
『
…
ぷ
註
・
品
川
一
日
日
統
合
出
之
研
究
』
所
収
、
二
五
一
一
…
瓦
、
昭

和
田
十
八
年
、
省
、
心

vh一局。

（
刊
）
『
一
的
丸
山
先
生
逃
事
（
原
扶
名
）
家
世
紀
間
』
（
3
）
に
よ
れ
ば
、
「
伊

勢
科
大
年
天
方
。
有
家
刻
法
記
数
十
説
。
及
一
其
他
四
万
各
家
刻
本
。
多
方

求
致
。
」
と
あ
り
、
「
其
他
山
万
」
と
は
、
す
な
わ
ち
向
山
げ
凶
器
を
は
じ
め

中
村
長
逝
の
他
、
北
条
鉱
お
よ
び
立
原
翠
軒
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
栗
山
が
審
定
し
た
翻
刻
本
中
、
一
一
－
一
い
う
ま
で
も
な
く
科
天
持
制
刻
本

の
数
が
一
番
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
日
）
「
翻
刻
山
一
日
池
山
録
小
引
」
（
『
一
柴
山
文
集
』
巻
二
）
に
は
、
「
侍
抗
志

於
苦
情
。
而
宋
元
以
下
。
別
不
照
。
」
と
あ
り
、
「
集
十
μ
妙
鼠
序
」
（
詔
氷

山
文
長
』
巻
二
）
に
は
、
「
但
宋
一
五
山
好
奇
尚
十
五
之
士
。
如
ィ
訂
以
移
。
釣

深
間
徴
著
述
。
如
許
其
宿
。
一
山
無
之
及
者
由
。
失
正
日
ぽ
両
手
紘
一
一
戸
。
妙
契

之
余
巧
o

n
訳
出
ソ
減
数
回
。
以
ん
民
連
腕
。
又
故
出
刻
筆
。
以
一
人
計
姿
態
。
」
と

ふ
の
マ
心
。

（
ロ
）
『
」
添
LW

叫
に
寄
せ
し
柴
野
架
山
の
引
一
円
前
』
（
二
五
五
戸
、
l
二
五
九
一
瓦
）

に
は
、
「
陪
人
の
当
は
後
々
た
り
と
も
、
先
法
則
に
な
ら
ぬ
は
有
え
ま
じ

く
投
。
」
と
あ
る
。



8,1-

栗
山
か
、
り
み
た
江
戸
後
期
に
お
け
る
中
国
書
道
の
受
容
と
伸
展

「
鐘
鼎
整
器
款
識
’
一

前
立
に
お
い
て
、
柴
山
文
集
巻
二
一
昨
収
の
「
与
出
必
山
ん
ど
の
一
文
に
、

担
銅
縦
銘
雌
汝
帖
釆
入
。
竹
内
為
偽
帖
不
必
多
一
一
一
一
円
。
一
日
可
介
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
点
山
が
吋
汝
判
』
の
「
封
比
一
十
基
釧
税
」
を
賞
鑑
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た

b

一
方
、
右
の
文
中
の
「
其
為
偽
帖
不
必
多
一
…
一
一
口
。
一

日
一
り
弁
。
」
か
ら
は
、
栗
山
の
鎖
則
非
加
款
識
に
対
す
る
明
確
な
鑑
識
が
抗
（
以
目

さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
架
山
と
出
芙
体
の
関
係
か
ら
一
一
行
及
し
て

人
ニ
、
。

2
、7
L

当
時
す
で
に
尖
務
は
築
刻
に
お
い
て
、
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
長

山
文
集
巻
二
一
昨
収
の
「
民
濠
千
文
序
」
の
文
中
に
、
必
山
は
、

当
時
天
下
作
印
己
京
的
成
。

と
芯
し
、
ま
た
同
文
集
巻
二
一
山
収
の
「
飲
中
八
位
敬
一
印
説
序
ー
一
に
は
、
家
刻
に

プ

J
r
こ
い
全
〉
才
J

じ
じ
ど
や
主
犬
L
し
亡
、

」
十
－

7
4
Jノ
み
イ

fu
一
／
人
向
U
H
J
A
F
4
1
J
A
j
J
1
L

苛
否
友
刊
川
氏
。
以
鉄
筆
名
一
代
。
求
之
お
与
学
兵
門
日
目
客
ト
ボ
休
。
川
氏

時
没
。
無
所
沢
似
片
山
内
い
皆
依
然
接
之
不
俗
。

と
記
し
て
い
る
。
架
山
が
脱
皮
（
芙
必
）
を
印
忠
一
と
祢
し
た
こ
と
は
、
円
以
も
有

名
な
逸
話
に
な
っ
て
現
在
に
い
お
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
英
辞
と
の
交
友
に
つ
い
て
、
一
県
山
は
尖
特
の
門
人
で
あ
っ
た
似
性
良
が

編
纂
し
た
『
芙
悲
私
印

υ

川
川
』
の
序
文
に
お
い
て
、

余
与
部
氏
相
知
二
十
年
。
白
山
水
風
月
之
遊
娯
。
金
石
一
計
一
山
之
鑑
賞
。
相

与
問
述
耽
問
。
（
山
市
山
文
集
巻
二
所
収
）

と
述
べ
て
い
る
。
「
余
与
問
皮
相
知
二
十
年
」
。
と
あ
る
が
、
脱
皮
（
芙
特
）
が

没
し
た
の
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
で
、
こ
の
年
芙
告
は
六
十
一
ニ
成
で
あ
り

柴
山
は
四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
す
る
と
一
柴
山
と
夫
以
！
と
の
交
友
は
、
山
川
和
一
万
年

（
一
七
六
回
）
、
架
山
が
二
十
九
歳
の
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
戸
」
と
に
な
る
。
し
か

も
架
山
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
阿
波
落
に
忍
さ
れ
、
初
め
て
政
治
的
場
一
四

に
代
以
場
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
芙
い
れ
れ
と
の
か
〈
友
は
、
一
市
川
山
が
社
会
的
に
河
川
ゐ

ら
れ
る
以
前
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
梨
山
文
接
巻
三
一
所
収
の
巣
山
が
芙
誌
に
寄
せ
た

A
阪
に
は
、

象
釦
銅
一
印
一
一
知
c

製
作
巧
妙
。
加
以
老
兄
子
刻
版
向
山
川
立
。
字
法
去
十
日
以
必

励
。
宛
然
一
世
間
山
川
井
文
。
当
伝
子
孫
永
山
内
也
。

と
あ
っ
、
架
山
は
老
兄
（
芙
ー
さ
か
ら
治
ら
れ
た
象
釦
銅
印
に
つ
い
て
、
「
字

山
山
山
は
蒼
古
治
引
に
し
て
、
股
川
川
の
叩
持
文
に
宛
然
、
に
り
。
一
と
そ
の
刈
風
を
批

一J
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
笈
占
お
よ
び
奈
川
刈
に
つ
い
て
料
井
知
山
は
そ
の
者

〔
凶
潟
百
山
己
に
お
い
て
、

十
叫
に
能
川

U

け
に
一
人
も
禁
法
の
治
向
日
出
の
称
な
し
。
弘
法
大
師
の
寺
領
に
柳
布

い
と
い
へ
と
も
、
偽
占
や
ら
ん
ο

日
比
る
に
た
ら
ず
。
益
出
の
池
の
碑
も
向

じ
。
す
で
に
前
に
い
へ
る
所
の
ご
と
し
。
松
草
堂
の
川
下
ふ
れ

J

門
前
山
県
と
も
一
一
一
日
い

が
た
し
。
（
第
九
一
一
一
「
古
今
の
笈
訂
正
統
流
派
一
）

と
記
し
、
江
戸
初
期
ま
で
は
竹
本
市
の
笠
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
続
け
て
、

近
午
世
の
学
点
、
一
印
羊
を
装
刻
す
る
い
山
引
を
こ
の
む
人
有
り
。
山
川
丸
山
を
う
か

が
ひ
求
む
る
人
お
ほ
し
。
又
先
年
投
化
の
店
人
貨
店
一
一
一
品
と
い
ふ
人
、
安
立

よ
く
す
。
長
崎
の
入
、
そ
の
山

f
な
し
て
学
び
た
る
人
あ
っ
て
、
位
に
好

む
人
出
来
た
る
な
り
。

と
し
て
、
江
戸
中
期
に
な
っ
て
わ
が
凶
に
お
い
て
も
芸
刻
お
よ
び
安
井
、
が
普
及

し
成
叫
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。



し
か
し
当
時
の
装
刻
界
は
、
小
林
斗
治
氏
が
そ
の
若
「
印
誌
の
話
」
（
日
）
の

中
で
「
江
戸
期
に
移
航
さ
れ
た
築
刻
は
、
明
J
f
A

の
都
流
が
主
で
版
め
て
幼
税
な

存
在
で
あ
っ
た
。
」
と
説
明
さ
れ
た
程
度
で
あ
り
’
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
「
般
悶
の
鼎
持
文
」
す
な
わ
ち
出
向
に
お
け
る
鉱
山
体
加
款
殺
の
起
を
有
す

る
印
を
刻
し
た
芙
体
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
市
沢

山
の
審
美
阪
も
立
派
と
い
え
よ
う
。
ま
た
一
決
山
よ
り
十
四
政
も
年
長
で
、
し
か

も
装
刻
界
で
は
宗
と
仰
が
れ
る
芙
訴
に
向
っ
て
、
前
述
の
一
汀
一
一
一
一
山
を
お
き
送
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
架
山
が
続
出
非
器
款
誌
に
対
し
て
深
い
日
片
品
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
自
負
心
の
現
れ
と
も
と
れ
よ
う
。

そ
こ
で
、
次
は
さ
ら
に
時
代
的
社
会
的
考
察
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
い
わ
ば

自
負
心
に
つ
な
が
る
も
の
の
裂
凶
に
つ
い
て
一
一
九
及
し
た
い
。

ま
ず
、
架
山
が
ね
ん
た
『
装
沿
い
の
俳
版
』
（
以
下
、
円
袋
内
抑
』
と
い
う
）
は

前
章
に
よ
れ
ば
〈
間
代
〉
の

ω
「
鈍
川
排
出
款
ぷ
」
の
他
、
少
な
く
と
も
山
荷

類
の
『
装
帯
碑
』
、
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
九
’
た

G

す
な
わ
ち
、

八
間
代
〉

倒
「
間
楚
文
」

八
一
葉
代
〉ω

「
時
山
判
例
石
」

倒
「
之
山
小
刻
石
」

〈
麿
代
〉
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ω十
字
北
海
「
葉
有
道
伴
」

が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
間
部
組
の
『
竹
本

5
碑
』
の
占
体
は
、
山
川
知
の
通
り
厳

密
に
い
え
ば
鋭
鼎
非
加
款
識
の
そ
れ
と
は
随
分
県
な
る
こ
と
か
ら
、
四
種
到
の

『
装
計
砕
』

J

が
、
柴
山
の
ふ
州
問
持
及
次
品
に
川
、
す
る
け
ル
議
芝
川
法
的
に
，
A
め
た

と
は
い
難
い

G

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
山
版
引
業
が
出
先
に
な
り
、
説
tX
を
は
じ
め
、
家
計
守

山
や
芸
乃
で
出
か
れ
た
千
字
文
咋
が
翻
刻
さ
れ
た
。
主
な
も
の
を
列
記
す
れ
ば
、

C
H
f

、一＼〈、

h
h
f
d

＼4
3

＼一＼＼｝ノ／

立ハ
J
3
J
ノ

オ

沖

K
J
L

一
f

一J
ノ」ノ
f
h
L
L

’lL
f

、ツド
l

v

↓

1
！
t
R
i

」し’－
r
、
J
7
p
i
2

、
ぅ
、
ヒ
。
＼
－
－
＼
今
、
、
：

J

／

計
五
介
f
j
出
丸
山
i
主

f

ト
日
お
お
三
」
ノ
一
ノ
一
一
一
」

引古川文仰川
a

千
五
行
部
品
川
五
荘
、
末
、
五
十
川
川
（
一
六
七

O
）

説
い
え
仰
肝
ん
十
五
汗
間
及
川
十
二
在
、
末
、
ー
一
目
川
（
一
六
七

O
）

出
府
古
川
町
永
品
川
選
五
巻
、
日
、
隙
策
（
一
七
二
二
）

抗
十
μ
迫
文
二
巻
、
明
、
手
目
立
（
一
七
二
ハ
）

主
体
民
間
歌
上
下
問
、
竹
ぷ
鎚
閉
山
川
、
制
井
広
沢
（
一
七
二
六
）

六
市
一
日
桁
部
六
巻
、
明
、
税
校
（
一
七
二
七
）

広
金
石
川
出
、
府
、
出
、
林
尚
史
（
一
七
三
七
）

六
百
正
お
五
荘
、
元
、
問
伯
的

竹本

ι出
訪
選
手
パ
絶
句
、
同

μ
武
山
（
一
七
五
三
）

窓
口
口
店
刊
選
七
一
一
パ
絶
句
、
山
口
武
山
（
一
七
五
十
ハ
）

集
古
印
竹
本
山
巻
、
十
栄
町
（
一
七
七
五
）

十
以
江
先
生
竹
下
4
1
4
、
沢
山
京
江
（
一
七
八

O
）

古
家
千
字
文
三
巻
、
玉
川
川
欠
近
、
比
宇
抑
父
（
一
七
八
こ

淀
川
氷
千
字
又
四
巻
、
一
日
犬
必
（
一
七
九
六
）

聯
珠
山
川
本
文
、
池
、
氷
道
川
一
（
（
一
八

O
二）

説
文
併
字
十
五
巻
、
出
、
詐
引
抜
、
末
、
久
川
鉱
学
校
（
一
八
二
六
）

な
ど
と
な
る
。
こ
れ
は
悶
川
平
氏
も
そ
の
梓
に
お
い
て
お
抗
さ
れ
た
よ
う

に
（
日
）
、
十
七
位
紀
後
半
か
ら
わ
が
国
で
も
前
文
学
が
山

μ
さ
れ
、
安
刻
お
よ

び
妥
ハ
泣
い
か
臨
ん
に
な
っ
た
一
説
で
あ
ろ
う
。

円
で
し
て
こ
の
刊
誌
刻
、

Z
A
に
関
係
し
た
巾
i

作
の
山
日

wofm
で
、
一
〕
竹
内

Z
千

千～リ〈
h

お
よ
び
c

聯
川
町
立

h

’r
〈
』
に
は
架
山
の
汗
文
が
あ
り
、
｛
一
片
文
中
に
は
架
山
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の
学
け
的
態
度
4

勾
鈍
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
の
る
。
つ
ま
り
当
時
架
山
は

社
会
的
段
出
の
地
位
に
あ
っ
た
人
々
の
中
で
文
化
人
と
し
て
位
に
名
を
馳
せ
、

し
か
も
こ
の
時
代
、
文
字
学
と
と
も
に
考
証
学
お
よ
び
金
石
学
な
ど
が
盛
ん
で

お
丹
た
こ
と
か
ら
、
銘
出
品
作
山
出
款
議
に
詳
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

地
方
、
中
国
で
は
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
九
位
紀
初
め
と
い
え
ば
、
同
知

の
一
必
り
康
問
・
紅
正
・
乾
隆
・
五
度
に
あ
た
り
、
い
わ
ゆ
る
帖
学
後
期
か
ら
碑

午
前
期
の
頃
に
な
る
。
吉
学
の
文
献
が
整
血
体
系
化
さ
れ
、
集
帖
を
主
と
す
る

川
学
の
学
川
的
法
燃
が
回
め
ら
れ
、
し
か
も
考
証
学
や
金
石
学
が
先
日
比
し
て
、

金
石
・
稗
版
を
鑑
賞
以
外
に
学
刊
の
対
象
と
し
て
取
り
倣
っ
た
こ
と
は
准
も
が

知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ま
り
栗
山
か
ら
見
た
江
戸
時
代
受
容
の
築
刻
お
よ
び
集
者
は
、
治
相
の
新

興
の
学
風
に
大
き
く
山
政
響
さ
れ
た
一
山
政
で
あ
り
、
学
問
的
傾
向
が
強
か
っ
た
け

れ
ど
も
、
未
だ
美
的
価
値
の
追
究
が
本
他
的
に
行
な
わ
れ
る
ζ

と
が
少
な
か
っ

た
と
抗
伝
抗
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
曹
全
碑
」

一
柴
山
が
見
、
に
百
人
土
碑
に
は
、
枠
天
舟
に
よ
る
翻
刻
不
を
は
じ
め
、
立
原
時
一
五

郎
翻
刻
本
、
時
間
必
川
市
翻
刻
本
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
章
で
述
べ
た
。

さ
ら
に
抜
書
に
も
詳
し
い
架
山
の
鍛
識
恨
の
的
と
し
て
、
ア
て
の
延
山
が
日
ん
た
で

あ
る
う
原
妬
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

当
時
翻
刻
本
ば
か
り
で
な
く
、
出
入
土
，
仰
の
原
知
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
伏
見
神
敬
氏
が
そ
の
若
「
官
全
叫
に
つ
い
て
」
（
日
）
の
中
で
、
「
徳
川

十
一
代
将
平
家
斉
空
宇
和
二
午
、
屋
代
弘
賢
が
こ
の
仰
の
原
知
を
一
木
子
に
入

れ
た
。
四
年
前
の
党
政
十
二
午
、
長
崎
に
愉
入
さ
れ
た
四
本
の
う
ち
の
一
つ
で
、

い
士
二
本
は
木
村
諜
限
立
が
山
一
片
っ
た
。
」
と
述
、
べ
ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
通
り

屋
代
弘
賢
は
党
政
四
年
、
市
川
山
に
凡
行
し
て
山
波
大
和
地
方
の
十
日
社
寺
宝
物
を

点
仇
し
た
幕
府
の
祐
川
主
で
あ
る
。
そ
の
弘
賢
が
百
八
上
碑
の
以
桁
右
手
に
入
れ
た

平
和
二
年

i

は
、
一
山
沢
山
は
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
し
た
、
か
つ
て
架
山
が
弘
賢
一
州
政

の
昨
今
一
碑
の
一
以
拓
を
い
ん
に
と
す
れ
ぽ
、
栗
山
、
が
没
し
た
文
ル
ル
凶
年
ま
で
の
五
年

間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
柴
山
と
弘
氏
と
の
か
〈
友
を
考
え
れ
ば
、
栗
山
が
山
川
町

全
砕
の
ほ
一
仏
を
打
ん
た
可
能
性
は
お
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
木
付
茶
店
主
と
川
沢
山
に
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
車
で

述
べ
た
泊
り
で
あ
る
（
同
）
。
こ
の
二
人
の
関
係
に
お
い
て
も
、
民
山
が
官
全
抑

の
は
拓
を
み
た
可
能
性
が
煩
わ
れ
る

d

さ
ら
に
伏
見
川
敬
氏
に
よ
れ
ポ
、
（
の
ち
、
市
河
米
庖
も
こ
の
碑
の
何
本
を

入
手
し
た
。
L

と
い
う
（
日
）
。

市
一
川
米
崎
は
、
一
一
一
口
、
つ
ま
で
も
な
く
官
山
の
古
川
出
を
…
住
め
て
江
戸
後
期
の
書
道

山
介
に
傑
出
し
た
存
在
で
あ
り
、
店
山
と
凶
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
立
で
述
べ
た

（
げ
）
。
川
知
の
通
り
米
庖
は
学
品
保
く
若
主
も
多
い
が
、
そ
の
者
三
小
庶
民
談
』

の
中
で
、
当
時
将
来
さ
れ
た
『
隷
料
品
の
碑
版
』
（
以
下
、
『
操
作
汁
砕
』
と
い
う
）

乞
土

L

比
し
て
、
「
ぎ
を
ん
年
一
こ
っ
バ
て
、

J
J
A
b

－

m

一

i
J
一
F

！
？

d
l

立
承
砕
ハ
い
刻
中
に
芸
ヲ
山
川
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
議
釈
一
一
一
一
ム
「
字
体
奇
出
」
ト
。

也
子
泊
、
孫
退
谷
、
「
完
テ
紫
色
カ
比
一
川
ニ
ア
ラ
ス
。
又
出
刈
一
一
プ
ラ
ス
」

ト
。
政
ル
吃
立
ヲ
シ
メ
ス
。
邦
布
市
一
昨
ノ
存
ス
ル
比
一
モ
明
ノ
王
正
己
ノ
市

川
刈
ナ
ル
ヨ
シ
。

と
あ
り
、
「
十
足
止
問
」
お
よ
び
「
川
刊
行
道
碑
ー
一
は
昨
刻
の
た
び
に
多
八
の
宇
が

欠
け
て
い
た
。
そ
こ
で
布
の
文
立
に
は
、
別
に
、

独
潔
碑
ノ
川
川
本
完
好
一
一
シ
一
ア
伝
フ
ル
什
十
日
ハ
皆
全
砕
ノ
ミ
ナ
リ
。
（
巾
川
町
）

比
方
漠
碑
ノ
伝
フ
ル
汚
マ
タ
此
叫
ノ
斗
支
ニ
ナ
ン

o
T〈
レ
、
、
ハ
伴
不
中
ノ

昨
日
一
王
宝
L

祢
ス
ヘ
シ
。
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と
あ
り
、
法
告
を
山
首
川
付
す
る
に
お
い
て
「
白
人
上
碑
」
が
好
枝
胞
に
な
り
川
げ
る
こ

と
を
述
べ
、
「
山
口
全
碑
」
を
抗
挺
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
も
「
出
九
七
仰
」
の

説
明
を
加
え
、

此
碑
ヲ
学
フ
ニ
ハ
、
明
皇
ノ
一
わ
台
本
経
、
例
制
升
ノ
草
山
獄
杭
享
昨
M
M
J

／
字
体

限
美
ナ
ル
一
山
ヲ
伯
学
シ
、
此
，
仰
ノ
政
財
ヲ
山
ι
山
一
／
者
ア
ぃ
一
ハ
ス
ル
、
い
モ
チ
一
一

テ
、
述
筆
遅
緩
一
一
ナ
ス
ト
キ
ハ
古
助
一
中
川
ソ
ノ
趣
ヲ
得
ヘ
シ
。

と
し
、
「
夜
九
上
砕
」
の
古
川
刈
沈
痛
の
泌
を
出
す
た
め
、
山
口
代
の
明
皇
（
玄
京
皇

帝
）
「
石
台
孝
経
」
お
よ
び
訓
升
「
曜
日
獄
約
十
日
一
万
伴
」
を
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
後
期
に
お
い
て
架
山
が
者
定
し
た
司
郎
ぃ
一
川
叫
ロ
を
前
市
よ

り
例
挙
す
れ
ば
、

八
後
漢
時
代
〉

ω
「
郭
有
道
砕
一

例
「
夏
示
碑
」

。
「
前
日
全
碑
」

八
唐
代
〉ω明

白
半
（
玄
宗
皇
帝
）
「
石
ム
口
孝
経
」

制
史
紘
別
「
大
智
禅
師
碑
」

A
H吋
H
り
ト
ー
寸
巴
一
J

中
ハ
江
守
「
’
－

J
i
r

、j
h』一

九
v
m
g
i
ノ
ミ
ヨ
…
羽
前
五

w
h
G」

と
な
り
、
前
述
の
米
紅
、
か
記
し
た
コ
淀
川

μ

一
口
碑
』
の
す
べ
て
を
一
柴
山
は
審
定
で
き

た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
米
崎
に
い
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
栗
山
が
審
定
し
て
い

た
立
獄
中
世
碑
』
の
中
に
は
、
米
山
川
が
総
書
官
得
に
お
い
て
第
一
に
抗
奨
し
た

「
山
田
全
碑
一
を
は
じ
め
、
官
全
碑
習
得
の
法
本
に
な
り
仰
げ
る
と
し
た
玄
京
皇
帝

「
石
台
求
経
」
お
よ
び
劉
升
「
翠
誠
治
享
M
m
応
碑
」
、
ま
た
米
山
崎
、
か
談
者
百
件

に
お
い
て
は
あ
ま
り
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
一
一
一
一
日
っ
た
「
郭
有
道
碑
」
、
「
一
良

ポ
伴
」
な
ど
が
合
ま
れ
、
一
柴
山
は
、
米
庖
が
咋
品
川
比
一
け
沼
山
内
に
お
い
て
指
呼
し
た

刊一誠
υ一日昨
b

の
す
べ
て
を
、

J1
時
す
で
に
者
，
ぽ
止
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
台
時
中
凶
一
か
ら
将
来
さ
れ
た
碑
版
・
法
帖
干
の
一
泊
一
山
し
／
一
段
に
つ
い
て
、

沢
山
沢
一
止
が
『
山
江
先
生
店
店
』
（
日
）
に
お
い
て
、

リ
ハ
今
山
県
に
て
取
川
引
い
供
品
帖
ぽ
、
間
人
祝
校
山
の
秋
興
八
首
。
文
徴
関

の
山
体
千
字
文
。
物
は
坑
其
け
川
、
地
千
日
却
の
川
長
十
午
数
立
上
り
て
、
米
元
草

天
一
両
の
賦
、
一
山
本
一
収
の
昨
翁
帖
。
こ
れ
ら
ま
で
の
事
に
践
。
と
て
も
御
覧
怯

こ
土
ケ
人

η
与
こ
及
、
ェ
収
卸
主
政
。
」
リ
「
ル
ト
〕
『
火
山
な
と
土
却
淀
川
川
口
し
て
け
わ

；：
1

；；
lbt

；
j
i
l
t｛
、
、
｛
バ
1
7
4
7
e
f
i
l
－

－

－

i

，

ず
る
物
に
候
。
間
同
帖
の
外
、
稲
川
知
品
多
く
供
心
大
観
太
清
楼
仙
・
淳
山
…
修

内
司
本
・
一
件
開
拓
関
税
帖
・
足
胤
楼
法
帖
・
主
背
斎
帖
・
ハ
ゃ
玉
川
げ
よ
帖
・
宣

和
秘
向
日
出
帖
・
玉
川
開
立
法
制
・
京
市
一
日
立
の
話
帖
は
位
に
本
乏
し
く
扶
得
共
、

戯
鴻
堂
法
帖
は
新
渡
の
ん
古
木
も
折
々
見
九
つ
航
。
停
虫
館
帖
も
十
二
帖
有

し
扶
北
ハ
、
四
帖
な
し
で
は
府
立
不
山
中
段
。
一
ム
巻
け
よ
り
は
末
一
克
明
人
の

h

ぃ一向

斗
に
候
。
其
外
法
帖
多
数
有
し
候
。

と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
江
戸
中
期
に
将
米
さ
れ
た
砕
版
・
法
帖
等
は
鶴
煩
が

豊
富
で
あ
っ
た
が
、
世
に
出
廻
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
架
山
、
か
後
漢
や
店
代
に
お
け
る
六
孫
娘
の
吋
設
計
碑
』
を
審
定
で

き
た
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
か
ら
の
資
料
が
な
か
な
か
入
手
で
き
な
い
当
時
の

状
況
の
中
、
一
柴
山
が
忠
ま
れ
た
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
必
然
的

に
一
呆
！
山
の
詐
美
限
を
お
指
さ
せ
た
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
架
山
の
悲
阪
の
託
と
し
て
、
劉
升
「
草
山
獄
ん
一
川
享
wm
応
碑
」
の
z

一不足

の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
架
山
文
集
巻
六
所
収
の
「
劉
升
草
山
間
的
平
附
応
之
枠

組
」
に
は
、

安
否
与
HJ
十
千
三
o
j
A
Zト
IBGホソび
o

t
J
u
l
打一一一
t
F
9
J
ゴ
J
A
J
よ
μ

f

i

t

－
8
3
0

と
あ
り
、
劉
升
が
草
隷
に
お
い
て
巧
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
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トト、

L
E
レ
小
レ
レ
j
「
L
l
o
h
d
正
三
r
l
i
L
C

主
辻
肱
止
一
町
夕
立
書
店
一

と
し
て
、
こ
の
碑
の
他
に
は
劉
升
の

川
心
っ
て
い
る
。
ま
た
前
…
～
λ
に
…
枕
い
て
、

い
い
こ

3
二
吋
‘
己
Q

トヒ
4
4
4
Lト
L
o

くえロドュ、。一仔
J
ー
に
き
↓
配
比
口
4

7
一
O

＼
7
1
H
H
I
J
i
c

じ
i
j
：、トや

お
泣
竹
抱
取
引
μに

J

リ
夕
刊
バ
プ
記

J
山

1
7
4
郁
夫

p
z
j
j／
ノ
イ
京
ゴ
l

ト
全
日
。
フ
正

γ

也。

と
し
、
劉
升
「
翠
級
料
亭
附
応
碑
」
に
見
ら
れ
る
「
児
休
」
を
指
出
し
て
、
さ

ら
に
ま
た
、

十
字
体
光
岩
名
二
十
字
。
不
与
碑
泣
類

G

非
劉
筆
。
思
十
九
十
白
書
也
。

と
あ
り
、
劉
升
「
草
山
獄
精
手
間
応
碑
」
の
「
李
休
光
岩
名
二
十
字
止
は
「
劉
の

筆
に
非
ず
」
と
訴
し
足
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
架
山
の
隷
許
に
お
け
る
結
鑑

の
ほ
ど
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。

た
だ
し
江
戸
中
期
受
容
の
隷
告
や
家
主
刊
の
筆
法
に
附
す
る
不
完
的
に
つ
い
て

は
、
細
井
知
的

h

が
そ
の
引
名
門
鋭
驚
百
的
』
（
山
）
に
お
い
て
、

筆
法
に
て
家
を
立
た
る
人
々
に
は
却
て
な
し
そ
し
り
て
云
く
、
「
八
分
、

家
者
に
は
何
の
沼
ひ
も
伝
も
な
し
。
削
工
事
や
、
紺
か
き
の
絞
を
染
出
す

に
ひ
と
し
。
」
（
銘
九
十
一
一
一
・
「
古
今
装
書
正
統
流
派
」
）

と
川
咲
い
て
い
る
。
さ
ら
に
右
の
栗
山
が
指
定
し
た
『
掛
川
内
仰
』
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
後
期
に
は
、
掠
引
一
一
日
の
碑
版
の
種
類
が
い
わ
ゆ
る
古
川
誠
お

よ
び
八
分
に
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
八
分
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
詩

書
に
つ
い
て
正
雌
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
向
い
と
忠
わ
れ
る
ο

孫
過
庭
「
書
譜
」

者
一
中
川
の
刻
本
に
は
「
時
氏
木
一
ど
は
じ
め
、
「
大
山
楼

t

不
一
「
服
従
設
本
」

「
停
雲
館
本
」
「
王
雌
竹
中
本
」
の
位
、
「
安
詑
村
不
」
「
一
一
一
希
堂
本
」
な
ど
、

そ
の
他
数
多
く
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
停
虫
館
本
」
に
つ
い
て
、
谷
川
判

（
印
）
の
中
で
、
「
明
代
の
刻
本
で

は
、
文
徴
明
、
か
停
…
町
民
館
帖
に
刻
入
し
た
円
，
作
芸
館
本
」
が
沖
一
目
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
本
は
前
半
〈
折
其
技
派
。
で
を
昨
氏
本
か
ら
と

り
、
後
半
十
八
約
即
一
〉
以
ド
を
出
民
本
に
よ
っ
て
京
刻
し
て
い
る
よ
と
説
明
し

た
後
、
さ
ら
に
続
け
て
「
わ
が
闘
で
刻
刻
さ
れ
た
書
誌
の
中
に
、
大
径
一
日
仏
、

正
包
装
川
仰
の
肢
が
あ
り
、
柴
野
栗
山
の
放
し
て
い
た
持
主
館
帖
の
初
刻
～
み
か
ら
、

八
約
型
〉
以
下
の
後
半
だ
け
を
刻
し
た
も
の
が
あ
る

Q

一
汗
仏
の
政
に

H

告
訴

、
之
を
得
れ
ば
別
ち

江
戸
後
期

＼
江
主
／
J
A
F
、

／
／
’
v、ル日

e
f
l

＼
＼

I
1
一

と
し
て
、

だ
れ
り
H

と
い
っ
て
い
る
の
は
頗
る
卓
見
と
い
え
る
。
」

に
大
窪
詩
仏
が
『
停
雲
館
本
』
の
〈
約
盟

V
以
下
の
後
半
だ
け
を
真
院
と
し
て

依
っ
た
こ
と
を
日
仏
の
「
卓
見
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
詩
仏
に

よ
る
卓
日
ん
と
い
え
る
な
ら
ば
、
出
火
は
架
山
が
す
で
に
こ
の
こ
と
を
指
備
し
て
い

た
の
に
私
は
注
目
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
栗
山
が
時
叶
必
器
に
詰
っ
た
占
版
（
引
）
に
、

引
一
刊
誌
は
半
木
に
御
座
候
。

！こ」の
γhvo

「
停
雲
館

す
で
に
前
市
で
述
べ
た
よ
う
に
、
栗
山
は
少
な
く
と
も
一
一
一
括
判
例
の

本
」
を
い
附
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
（
幻
）
、
停
雲
間
本
の
前
半
と
後

半
に
書
風
の
相
追
を
認
め
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
停
雲
仙
山
本
を
見
る
ば

か
り
で
は
、
こ
の
存
店
は
行
な
え
件
な
い
だ
ろ
う
じ
停
主
如
水
の
前
半
に
刻
入

さ
れ
る
昨
氏
本
系
統
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
後
半
に
刻
入
さ
れ
る
誌
杭
本
系
統

と
の
丸
山
…
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
栗
山
江
停
一
宏
一
倍
ー
一
本
に
つ
い
て
「
半

i

不
」
と
は
所

一
口
で
に
よ
止
と
も
な
い
の
で
中
め
る
。

栗
山
が
「
大
川
松
本
」
お
よ
び
「
王
州
立
京
一
を
け
ん
た
こ
と
は
、
前
一
一
平
に
よ

っ
て
時
か
め
た
（
お
）
c

そ
の
他
「
昨
氏
木
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。



前
述
の
よ
う
に
架
山
と
枠
天
芳
と
の
関
わ
り
は
深
か
っ
た
（
剖
）
。
さ
ら
に
円
日

本
料
天
寿
税
刻
本
害
訴
』
（
お
）
に
よ
れ
ば
、

MW
一
大
芳
税
刻
木
の
天
地
が
な
い
と

こ
ろ
は
、
宋
拓
部
氏
本
に
よ
っ
た
と
い
う
か
ら
（
お
て
こ
の
こ
と
は
河
川
昨
氏

本
が
将
来
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
栗
山
が
山
氏
本
を
賞

鑑
し
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
以
外
の
刻
本

に
関
し
て
は
、
今
後
の
考
一
祉
を
候
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
架
山
が
「
書
訟
は
半
本
に
仰
肱
候
」
と
断
…
一
一
一
口
し
た
背
後
に
は
、

当
時
将
来
さ
れ
た
中
国
の
害
論
に
拠
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
前
述
の
一
山
木
山

所
蔵
の
停
雲
館
粘
初
刻
木
か
ら
八
約
即
一
〉
以
下
の
後
半
だ
け
を
刻
し
た
単
帖
、

す
な
わ
ち
『
日
本
柴
野
架
山
初
拓
本
山
市
川
川
』
（
9
）
の
小
に
、
明
末
か
ら
治
初
の

若
名
な
コ
レ
ク
タ
！
の
一
人
で
あ
る
孫
承
沢
の
若
『
茂
子
鎖
夏
一
心
』
か
ら
引
レ

た
一
文
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

店
初
諸
人
無
一
一
小
事
右
軍
。
然
皆
有
限
筏
可
尋
。
独
孫
度
礼
之
書
詩
。
天

下
立
か
自
主
主
将
虫
一
一
J

0

5
白
主
士
、
子
市
H
口
一
＼

E
T
O
Lち
7
2
J
tコ
一
少
～
旬
。

一上乙”伐

f
i
f
－
－
ノ
イ
主
ハ
～
7
3
4／
j
「

H
d
u
一
イ
イ
グ
メ
f

バ
μ
メ
γ
H
L－舛

7
R
W
H

と
あ
り
、
次
に
明
代
の
張
丑
が
若
わ
し
た
『
浩
河
市
一
一
日
両
帖
』
か
ら
引
用
し
た
一

文
と
し
て
、

89 

事
一
同
諸
瓦
践
。
亦
政
MW
太
史
家
。
厳
分
且
故
物
也
。
無
論
一
一
日
計
結
妙
。
犬
走

邸
中
勢
縦
横
紙
得
右
甲
山
比
。

が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
続
け
て
、

一
引
一
日
諮
前
半
真
蹟
己
亡
。
翻
刻
入
石
。
後
半
真
蹟
日
共
存
。
勾
墳
一
人
材
C

H

山
停

昭
一
同
所
刻
筆
気
相
懸
若
此
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
の
引
用
著
録
に
よ
っ
て
、
当
時
す
で
に
『
氏
子
鎖

夏
記
』
お
よ
び
ヨ
川
河
書
画
航
』
が
熟
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明

p

日
で
あ
る
。

一
方
、
当
時
日
本
で
も
芸
部
に
関
す
る
若
訓
告
が
数
后
刊
行
さ
れ
て
い
る
c

天

文
凶
年
（
一
七
三
九
）
、
釈
大
潮
に
よ
っ
て
町
正
統
書
一
点
巴
が
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
明
和

γ
間
（
一
七
六
回

t
一
七
七
三
）
に
、

刻
し
て
吋
定
木
正
統
主
計
』
を
刊
ノ
ト
け
し
て
い
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に

は
一
千
信
久
託
註
の
で
恥
氏
書
訟
証
註
』
が
あ
り
、
十
九
位
紀
半
ば
に
小
島
成
斎

、
か
立
院
本
系
統
の
書
店
で
校
勘
し
た
と
い
う
主
主
川
駅
文
』
な
ど
が
あ
る
。
周

知
の
通
り
円
引
い
悦
巴
は
店
の
孫
過
泣
の
一
言
論
で
あ
り
、
ロ
机
語
訳
』
は
宋
の
や
一
一
ー

裂
の
内
論
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時
円
沿
い
詑
』
お
よ
び
吋
統
芸
誌
』
に
関
す

る
若
市
内
が
刊
ノ
刊
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
江
戸
中
期
以
後
、
わ
が
国
に
お
い
て

中
国
の
司
論
の
研
究
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

告
訴
は
店
代
の
代
表
的
な
弐
論
と
し
て
市
く
一
計
制
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

当
と
し
て
勝
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
散
も
、
か
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

江

戸
川
代
す
で
に
、
川
村
谷
沿
い
斎
が
竹
村
茂
雌
に
害
学
入
門
の
似
仔
を
関
わ
れ
た
山
中
日

間
の
返
事
（
げ
）
に
、

計
十
書
は
侠
素
の
堤
防
帖
、
孫
過
出
か
ボ
一
呉
川
な
ど
よ
ろ
し
く
候
。
同
た
も
十
七

帖
を
目
当
に
い
た
し
候
事
に
御
坐
供
。

と
答
え
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
市
町
米
庇
が
そ
の
若
『
米
庇
米
談
』
（
お
）
に
お

い
て
、

余
前
向
テ
一
五
。
十
七
帖
ヲ
学
一
一
ハ
、
マ
ツ
孫
辺
白
ノ
主
日
間
ヲ
烈
学
ス
ヘ
シ
。

（i

中
時
）
右
草
草
書
／
法
脈
ヲ
存
セ
ル
ハ
、
過
陸
一
一
ス
ク
ル
者
ナ
シ
。
王

虚
p

川
川
一
戸
。
「
学
辛
苦
。
十
七
帖
為
主
。
引
一
一
い
出
絶
交
佐
之
。
」
ト
ο

信
ニ
知

一
一
一
一
口
ナ
リ
。
（
「
十
七
鮎
」
）

と
記
し
て
、
官
官
諮
の
主
と
し
て
の
効
用
に
お
日
し
て
い
る
の
は
達
見
で
あ
る
ο

つ
ま
り
江
戸
中
期
以
降
の
書
評
の
一
昨
仙
江
、
引
は
論
と
し
て
尊
主
さ
れ
る
と
と

「F

一
月
山
山
第
一
の
妙
純
で
あ
る
a

一
こ
と
に
お
い
て
注
日
さ
れ
て
い
た
の
で

J
引
）
〕

L

、

あ
る
。さ

て
、
前
出
の
『
日
氷
山
x
…
町
一
見
山
初
打
仰
木
計
百
』
収
誌
の
大
作
比
一
汀
仏
の
か
一
前
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に
見
ら
れ
る
款
記
に
、

白
い
ご
三
乙
、

l
i

。
hrに
リ

F
λ
L
」

＼

～

＼

A
K
－
－
ψ

主
E
O

V
引
4
4
／、

E

z－－

H

官
4
4
1
ノ
イ
ノ
ゲ
J
4
1
4」ト

と
あ
っ
、
持
仏
は
元
来
三
八
二
一
一
一
）
に
『
日
本
紫
野
架
山
初
拓
モ
寄
託
一
の

川
畑
議
を
書
、
J
J
c

し
る
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
れ
は
架
山
没
後
十
六
年
を
経
過
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
者
誹
〈
約
則
一
〉
以
下
、

か
な
ら
ず
真
蹟
と
な
す
。
持
活
を
学
ぶ
者
は
、
之

」
と
す
る
法
仙
の
一
川
崎
い
ん
品
は
、
谷
村
民
の
衣
川
仙
を
借
り
れ

ば
「
卓
凡
」
と
，
一
一
一
口
わ
ざ
る
／
此
け
な
い
し
、
そ
の
者
定
に
お
い
て
優
れ
て
い
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
一
一
日
仏
に
先
駆
け
て
栗
山
が
「
苫
請

は
半
本
に
御
注
候
」
と
断
一
一
一
円
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
同

時
に
、
吋
日
本
柴
野
架
山
初
拓
本
世
間
諮
い
に
訪
仏
が
柴
山
没
後
ふ
六
年
に
し
て

題
を
識
し
た
事
実
を
近
御
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
右
の
持
仏
の
組
識
の
表
瓜
は
、

栗
山
の
「
詩
訟
は
半
本
に
御
陸
候
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
併
な
く

な
ろ
う
。

わ
が
国
に
お
け
る
再
就
と
の
関
わ
り
は
短
め
て
長
い
。
伝

t

州
工
海
笠
の
御
物
本

の
書
譜
断
簡
あ
る
い
は
一
恒
常
海
の
断
簡
一
一
一
行
の
五
加
は
別
と
し
て
、
こ
の
御
物

本
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
部
分
が
、
克
政
七
年
（
一
七
九
四
）
、
北
条
鉱
（
却
）
に
よ

っ
て
棋
刻
上
石
さ
れ
た
『
集
古
続
札
』
巻
一
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
坐

蹟
本
の
発
見
に
踊
っ
て
、
松
本
芳
翠
氏
の
「
節
祭
論
」
が
提
唱
さ
れ
、
こ
の
川
品
川

蹟
本
が
真
鍋
本
か
、
あ
る
い
は
臨
本
か
、
等
々
、
す
一
出
世
間
は
そ
の
他
さ
ま
さ
ま
な

論
議
論
争
を
抱
え
私
述
の
好
奇
心
を
刺
激
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
長
期
に
わ
た

る
審
請
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
民
日
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
江
戸
法
制
、

す
で
に
架
山
に
お
い
て
孫
過
J
M
U

が
者
わ
し
た
井
訴
が
れ
よ
ハ
論
と
し
て
尊

J

ほ
れ
、
さ

ら
に
書
世
間
が
書
と
し
て
勝
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
計
十
山
訟
を
学
ぶ
た
め
に
不
一
叶
欠

の
古
典
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
点
に
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、

性
格
に
つ
し
て

!lゴ戸
イ℃
後
期

ゴゴ 0) 

d、

カミる

？

な

ら

ば

、

の

の
学
風
に
彫
響
さ
れ
た
所
産
で
’
め
り
、
そ
の
い
M
M
Zア
間
的
傾
向
が
け
引
く
、
美
的

刷
値
を
伴
う
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
准
察
さ
れ
る
。
ま
た
謀
本
日
は
、
当
時
将
来

さ
れ
容
～
託
さ
れ
た
隷
書
の
碑
版
の
認
知
が
八
分
に
出
J

一
比
さ
れ
て
い
た
た
め
、
正

確
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
万
、
宜
主

に
つ
い
て
は
、
当
時
「
者
諮
問
」
が
書
論
と
し
て
普
及
し
、
さ
ら
に
ザ
リ
十
九
日
刊
を
学
ぶ

た
め
に
不
可
欠
の
古
典
で
あ
る
と
芯
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
の

「
主
主
己
に
対
す
る
汗
悩
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
一
円
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

、。
ーしW

（
日
）
西
川
寧
編
『
書
道
排
出
〈

6
〉
築
刻
』
所
収
、
昭
和
四
十
八
午
初
版
、

二
玄
社
。

（
日
）
凶
川
寧
「
日
仏
不
当
の
筆
法
1

一
（
白
川
窓
、
制
『
書
道
議
庄
八

5
Vハ
込
書
』

附
和
田
十
七
年
初
版
、
ニ
ヤ
｛
社
。
）

（
日
）
青
山
杉
一
山
一
樹
『
一
日
中
川
道
技
法
議
院
八
日
〉
説
書
英
百
人
上
碑
』
一
泊
収
、

昭
和
四
十
四
年
初
版
、
二
玄
社

Q

（
凶
）
前
倒
、
八
府
代
〉

ω
「
鈴
川
持
川
市
款
識
」
（
七
一
五
）
多
川
…

（
口
）
前
弘
、
八
一
二
同
時
代
〉
同
鋭
訴
「
銭
信
書
」
（
七
一
一
一
一
九
）
、
八
別
代

V

同
文
徴
別
「
文
散
川
引
け
一
日
」
（
七
六
f
A
t
七
七
十
バ
）
お
よ
び
川
祝
允
山
「
祝

允
明
苫
’
一
（
七
七
瓦
）
の
一
地
、

ω
百
件
川
上
一
一
館
帖
同
（
八
ト
民
）
を
参
附
す

れ
ば
、
山
木
山
は
山
河
米
庇
と
交
友
が
あ
り
、
米
ほ
一

m践
の
「
続
一
王
以
下
宝

子
衡
山
技
山
。
数
十
家
臨
本
。
」
お
よ
び
つ
件
一
主
舵
帖
b
J
γ

一
五
定
し
て
い
た

こ
と
が
知
れ
る
。



米
山
何
日
没
し
た
の
は
安
政
凹
年
（
一
八
五
五
）
で
、
八
十
政
の
叫
に
そ

の
生
泌
を
閉
じ
て
い
る
。
こ
の
一
件
、
一
県
山
が
没
し
て
四
十
八
年
が
経
つ
こ

と
か
ら
、
一
民
山
と
北
ハ
に
生
き
た
年
数
ほ
三
十
二
午
は
と
い
う
こ
と
に
な
る

3

恐
ら
く
架
山
は
、
米
山
比
が
一
凶
脱
し
た
数
多
く
の
伴
阪
、
法
帖
与
を
賞
鑑
す

る
機
会
に
忠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う

Q

市
河
米
陀
制
「
百
一
制
引
一
社
出
仰
木
比
一

M
M
U」
（
日
山
ノ
一
日
H
A
川
一
組
』
一
所
収
、
十
五

巻
十
五
問
、
交
政
五
年
版
、
大
以
前
立
中
之
品
凶
当
館
所
政
。
）
に
は
、

米
町
が
武
鑑
し
た
昨
版
・
ぃ
片
山
が
一
五
回
点
、
作
い
帖
が
九
一
ニ
点
に
及
ん
で

訳
載
さ
れ
て
い
る
の
で
，
制
わ
せ
て
参
川
一
さ
れ
た
い
。

「

0
0
J
I
L
－
－
↓
l
y
L

局、よ「リ今、？
f

了，
uり
J
川
io主
司

u
f
y
I
しいい－

t
t
F
1
2
i
1
｛ド、

J
！
？
i

↓＼

／
］
」

Y
H
J片山
μ
J
y
i

．
作
J
4
4
f
M
U
’
内
科
主
ロ
ベ
バ
I
4
λ

ぺ
J
i
I
C
店
主
一

nfて
ノ

0

4

二
1

いMU
Z
Vヰ
reL二
7d
・

6

5

d

4

、λ
1
4
1
1
J
z
t
J
け
は
J

－入
O

＼

4
H
1
1
1
I

ごム一；日百
1
i

今、
r
l
h
j
e

子、

1

P

F
前
方
J
U
1ん
長

十

A
H
1市
川
i

f

J
什
「
性
月
日
沿

vr巳

f
iペ
j
h
y
州立

成
』
第
一
一
一
巻
、
一
四
六
瓦
、
附
和
瓦
十
三
年
、
汲
十
は
け
げ
氏
。
）

（
山
口
）
細
井
知
的
山
戸
川
出
駕
百
ぷ
』
五
巻
六
、
享
保
二
十
年
、
江
戸
川
村
山
胤
左

衛
門
刊
本
。
（
凶
川
淀
ム
制
『
日
本
川
討
論
柴
成
」
一
一
第
二
一
巻
、
九
十
三
文
、
川

和
五
十
一
ニ
年
l

、
汲
市
れ
一
日
院
。
）

（
却
）
『
諮
跡
名
品
法
刊
八
お

vb
一
山
収
、
昭
和
一
一
一
十
凶
年
、
二
玄
社
。

（
幻
）
『
ι

一
家
出
に
寄
せ
し
柴
野
栄
山
の
書
簡
』
一
助
収
、
二
五
七
文
。

（
泣
）
前
掲
、
八
明
代
〉

ω司
伴
虫
館
帖
』
（
八
十
一
良
）
を
参
照
す
れ
ば
、

架
山
は
、
市
河
米
庇
所
蔵
の
『
持
一
巾
一
訳
出
帖
』
を
武
鑑
し
、
ま
た
一
柴
山

rH’w
%
、

初
日
川
川
本
『
停
一
虫
館
帖
』
を
架
成
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
他
に

も
架
山
は
、
「
一
助
渡
し
停
主
館
」
に
一
れ
ん
ら
れ
る
脱
行
に
つ
い
て
指
出
し
て

い
る
の
で
ふ
の
る
。

（
お
）
前
掲
、
八
宋
代
〉

ω
『
大
消
楼
本
』
（
七
九
一
良
）
、

E
2
5
3
「
＼
司
ミ
J

＼八日。

’H1u什
王
山
？
と

f
j
，寸ウ」＼

7
一日
ρ

（
剖
）
前
掲
、
八
秦
代
〉

ω
「
峰
山
砕
」
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八
明
代
〉

ω
『五

（
七
一
頁
i
七
二
頁
）
お
よ
び
倒

「
之
米
刻
石
」
（
七

一γμ
て
〈
後
慌
時
代
〉
倒
「
民
武
碑
」
（
七

一
瓦
）
お

よ
び

ω
「
間
人
上
碑
」
（
七
－
－

H
I
七
一
一
一
五
）
の
他
、
八
円
代
〉

ω
以
以
＋
F
J

「
主
父
府
古
川
相
伴
」
（
七
日
一
孔
〕
ト
で
ご
、
）
似
川
上
「
一
同
い
い
い
わ
た
同
一
（
七
円
一
丸
」

さ
ら
に
阿
川
上
「
山
川
型
政
山
」
（
七
四
百
）
、
川
、
一
北
海
「
主
布
治
一
時
」

（
七
什
瓦
）
、
川
顔
立
附
「
あ
JK掠
叫
一
（
七
一
九
瓦
）
お
よ
ひ
「
陥
姑
仙
出

ー
ル
」
（
七
五
十
以
）
を
客
間
す
れ
ば
、
県
山
は
件
又
点
と
交
友
が
あ
り
、
右

の
砕
版
の
枠
天
舟
制
刻
本
を
一
山
脱
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

へ
お
）
主
主
主
レ
ム
？
、
主
い
は

4
i店
主
計
t

ノ一月
L
L
3
R
文
、
＼
＼
「
之
、
行
口

／日’
L

日以
H
U
4
8

／一メ
4

1

J

山一一
d

l

－川’
vf
一iv
n
μ

－九
7

十
九
ノ
ロ
一
l
J
H
ペ

／

／

l

J

U

ド

rAi

凶
十
八
年
、
右
心
当
一
級
。

（
お
）
『
ハ
日
本
件
一
大
に
川
部
刻
ト
小
什
山
政
』
（
前
尚
一
正
お
を
本
山
一
）
に
出
す
る
藤

原
日
活
水
氏
の
併
訓
に
「
天
地
に
一
似
な
き
は
白
木
知
ん
山
氏
本
」
と
あ
る
。

（
幻
）
日
下
究
「
狩
谷
川
伏
斎
の
書
簡
」
（
叶
史
学
却
I
叫
』
十
四
巻
十
－
一
、
二
二

七
七
京
、
明
治
三
L
i
六
午
、
史
学
会
。
）

（
お
）
市
川
本
山
店
吋
米
ト
見
込
談
い
を
つ
文
化
九
年
、
市
川
氏
小
山
休
立
政

版
江
戸
す
議
開
一
治
原
段
伊
八
刊
。
（
凶
川
字
削
刊
日
本
市
論
柴
成
』
第
二

巻
、
二
一
一
一
円
以
i
一
…
間
氏
、
附
和
五
十
三
午
、
汲
古
V
一日院。）

（
叫
一
）
前
出
向
、
八
間
代
〉
川
到
升
「
草
山
獄
約
一
手
間
応
叫
一
（
七
五
頁
）
、
八
一
山

代

Vω
民
山
間
帝
「
的
関
一
予
品
」
（
七
七
五
）
を
’
言
明
す
れ
一
工
、
東
山
内
一
北

条
鉱
と
交
友
、
か
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

結

び

刊
木
山
が
一
芋
正
し
た
砕
版
、
法
帖
与
を
た
と
っ
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
中
期
か

ら
後
期
に
か
け
て
、
多
種
多
様
の
碑
版
・
正
帖
等
が
将
来
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
多
数
の
何
本
・
川
市
帖
が
日
本
に
お
い
て
溺
刻
さ
れ
、
特
に
、
官
代
の
も

の
が
多
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
巣
山
は
、
当
時
す
で
に
卓
躍
し
て
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い
た
官
官
的
観
点
か
ら
、
砕
版
・
法
帖
等
を
～
ザ
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
特
に
草

書
に
つ
い
て
は
、
東
昔
時
代
の
王
毅
之
と
王
献
之
の
草
書
尺
版
お
よ
び
唐
代
の

孫
過
庭
「
書
諮
」
を
学
設
の
中
心
に
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

中
必
ヴ

Q

。
さ
ら
に
、
先
述
の
苦
情
書
法
を
奨
励
し
た
架
山
の
見
解
か
ら
察
す
れ
ば
、
将

来
さ
れ
た
多
数
の
碑
版
・
法
帖
等
か
ら
、
特
に
晋
代
と
店
代
の
砕
版
・
法
帖
等

の
審
定
お
よ
び
選
択
が
容
易
に
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
こ
こ
に

江
戸
時
代
後
期
に
あ
っ
た
碑
版
・
法
帖
等
の
詐
定
を
通
じ
た
架
山
の
主
体
性
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
中
国
書
道
受
容
の
中
心
に
宋
・
一
五
－

M
の

書
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
弊
告
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
架
山

は
そ
の
主
体
性
に
基
づ
き
、
学
制
一
一
同
の
主
眼
を
さ
ら
に
晋
・
倍
に
ま
で
遡
ら
せ
る

こ
と
を
唱
導
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
し
ば
の

ゆ
き
）




